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指
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指
定
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指
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約
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改
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課
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公

告
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開
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行
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に
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す
る
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事
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完
了�

（
建
築
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課
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三

〇
政
府
調
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に
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す
る
協
定
の
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け
る
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に
係
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計
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査
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査
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財
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外
部
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査
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収
用
委
員
会

〇
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道
石
巻
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線
給
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理
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開
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六

〇
県
道
石
巻
鮎
川
線
給
分
浜
３
号
事
件
公
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に
よ
る
通
知�

二
六

告

示

〇
宮
城
県
告
示
第
二
百
四
十
五
号

　

令
和
元
年
宮
城
県
告
示
第
八
百
八
十
九
号
（
県
税
に
関
す
る
申
告
等
の
期
限
の
延
長
）
に
お
い
て
別
に
告
示
で
定
め

る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
期
日
は
、
そ
の
期
限
が
令
和
元
年
十
月
十
二
日
か
ら
令
和
二
年
四
月
二
十
九
日
ま
で
の
間
に
到

来
す
る
も
の
（
角
田
市
又
は
伊
具
郡
丸
森
町
に
住
所
、
居
所
又
は
主
た
る
事
務
所
若
し
く
は
事
業
所
を
有
す
る
者
に
係

る
法
人
の
県
民
税
、
県
民
税
の
利
子
割
、
配
当
割
及
び
株
式
等
譲
渡
所
得
割
、
法
人
の
事
業
税
並
び
に
個
人
の
事
業
税

に
係
る
も
の
（
個
人
の
事
業
税
に
あ
っ
て
は
、
申
告
に
限
る
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を
除
く
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に
つ
い
て
、
同
月
三
十
日
と
す
る
。
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宮
城
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〇
宮
城
県
告
示
第
二
百
四
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六
号

　

国
土
調
査
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
六
条
の
三
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
令
和
元
年
度
地
籍
調
査

事
業
計
画
を
次
の
と
お
り
変
更
し
た
。

　
　

令
和
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年
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月
三
十
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宮
城
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井　
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調
査
を
行
う
者
の
名
称
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気
仙
沼
市

二　

調
査
地
域

　
　

沢
田
等
二
単
位
区
域

　
　

福
美
町
等
四
単
位
区
域

三　

調
査
期
間

変
更
前

地
籍
調
査
費
負
担
金
交
付
決
定
に
定
め
ら
れ
た
日
か
ら
令
和
二
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

変
更
後

地
籍
調
査
費
負
担
金
交
付
決
定
に
定
め
ら
れ
た
日
か
ら
令
和
二
年
九
月
三
十
日
ま
で

２一　

調
査
を
行
う
者
の
名
称

　
　

大
崎
市

二　

調
査
地
域

　
　

古
川
清
滝
字
新
町
田
等
七
単
位
区
域

　
　

古
川
清
滝
字
山
崎
等
二
単
位
区
域

　
　

古
川
斎
下
字
寺
前
等
七
単
位
区
域

　
　

古
川
清
滝
字
沼
田
頭
等
二
単
位
区
域

　
　

古
川
斎
下
字
切
替
等
十
単
位
区
域

　
　

古
川
深
沼
字
阿
弥
陀
等
百
十
八
単
位
区
域
（
過
年
度
数
値
情
報
化
）

三　

調
査
期
間

変
更
前

地
籍
調
査
費
負
担
金
交
付
決
定
に
定
め
ら
れ
た
日
か
ら
令
和
二
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

変
更
後

地
籍
調
査
費
負
担
金
交
付
決
定
に
定
め
ら
れ
た
日
か
ら
令
和
二
年
八
月
三
十
一
日
ま
で

〇
宮
城
県
告
示
第
二
百
四
十
七
号

　

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
四
十
九
条
（
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並

び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第
三
十

号
）
第
十
四
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
場
合
を
含
む
。）
の
規
定
に
よ
り
、
医
療
機
関

と
し
て
次
の
と
お
り
指
定
し
た
。

　
　

令
和
二
年
三
月
三
十
一
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

名　
　
　

称

所　
　

在　
　

地

指
定
年
月
日

県
南
あ
り
の
ま
ま
舎　

診
療

所

亘
理
郡
亘
理
町
字
旧
舘
六
十
一－

七

令
和
元
年
十
月
一
日

い
ず
み
薬
局

角
田
市
角
田
字
大
町
四
十
一－

七

令
和
二
年
二
月
一
日

〇
宮
城
県
告
示
第
二
百
四
十
八
号

　

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
五
十
条
の
二
（
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進

並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第
三
十

号
）
第
十
四
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
場
合
を
含
む
。）
の
規
定
に
よ
り
、
指
定
医
療

機
関
か
ら
次
の
と
お
り
廃
止
し
た
旨
届
出
が
あ
っ
た
。

　
　

令
和
二
年
三
月
三
十
一
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

名　
　
　

称

所　
　

在　
　

地

廃
止
年
月
日

共
創
未
来　

河
北
薬
局

石
巻
市
成
田
字
小
塚
百
三
十
二－

四

令
和
二
年
一
月
三
十
一
日

〇
宮
城
県
告
示
第
二
百
四
十
九
号

　

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
五
十
条
の
二
（
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進

並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第
三
十

号
）
第
十
四
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
場
合
を
含
む
。）
の
規
定
に
よ
り
、
指
定
医
療

機
関
か
ら
次
の
と
お
り
変
更
し
た
旨
届
出
が
あ
っ
た
。

　
　

令
和
二
年
三
月
三
十
一
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

名　
　
　

称

所　
　

在　
　

地

変
更
年
月
日

変
更
前

や
ま
と
在
宅
診
療
所
大

崎

大
崎
市
古
川
駅
東
三－

一－

二
十
一

令
和
二
年
一
月
一
日

変
更
後

大
崎
市
古
川
駅
東
一－

五－

十
七
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変
更
前

木
村
歯
科
医
院

牡
鹿
郡
女
川
町
鷲
神
浜
字
堀
切
山
五
十
一

－

七

令
和
元
年
十
二
月
二
十
八
日

変
更
後

牡
鹿
郡
女
川
町
鷲
神
浜
字
堀
切
山
百
七－

十
七

変
更
前

一
般
社
団
法
人
石
巻
薬

剤
師
会
会
営
女
川
薬
局

牡
鹿
郡
女
川
町
女
川
浜
字
女
川
八
十
六－

一　

Ｓ
Ｇ－

十
五
街
区
八
画
地

令
和
元
年
十
二
月
二
十
八
日

変
更
後

牡
鹿
郡
女
川
町
女
川
二－

十－

十

〇
宮
城
県
告
示
第
二
百
五
十
号

　

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
五
十
四
条
の
二
第
一
項
（
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰

国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法

律
第
三
十
号
）
第
十
四
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
場
合
を
含
む
。）
の
規
定
に
よ
り
、

指
定
介
護
機
関
と
し
て
次
の
と
お
り
指
定
し
た
。

　
　

令
和
二
年
三
月
三
十
一
日

�
宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

居
宅
療
養
管
理
指
導

〇
宮
城
県
告
示
第
二
百
五
十
一
号

　

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
五
十
四
条
の
二
第
一
項
（
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰

国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法

律
第
三
十
号
）
第
十
四
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
場
合
を
含
む
。）
の
規
定
に
よ
り
指

定
し
た
指
定
介
護
機
関
か
ら
、
次
の
と
お
り
廃
止
し
た
旨
届
出
が
あ
っ
た
。

　
　

令
和
二
年
三
月
三
十
一
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

事　

業　

所　

の　

名　

称

事　

業　

所　

の　

所　

在　

地

申
請
者
の
名
称

申　

請　

者　

の　

所　

在　

地

指
定
年
月
日

た
か
は
し
中
央
薬
局

多
賀
城
市
高
橋
五－

十
六－

二

株
式
会
社
ラ
イ
フ
フ
ァ
ー
マ

仙
台
市
青
葉
区
大
町
二
丁
目
四－

十
二

令
和
元
年
十
二
月
十
八
日

な
の
花
薬
局

加
美
郡
加
美
町
字
西
町
二
十
四－

一

有
限
会
社
エ
ム
・
イ
ー
・
コ
ー

ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

大
崎
市
古
川
南
町
四
丁
目
一－

二
十
八

令
和
二
年
二
月
一
日

わ
く
や
調
剤
薬
局

遠
田
郡
涌
谷
町
田
町
裏
百
三
十
八－

四

有
限
会
社
エ
ム
・
イ
ー
・
コ
ー

ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

大
崎
市
古
川
南
町
四
丁
目
一－

二
十
八

令
和
二
年
二
月
一
日

事　

業　

所　

の　

名　

称

事　

業　

所　

の　

所　

在　

地

開
設
者
の
名
称

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
種
類

廃
止
年
月
日
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〇
宮
城
県
告
示
第
二
百
五
十
二
号

　

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
五
十
五
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
四
十
九
条
（
中
国

残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関

す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第
三
十
号
）
第
十
四
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
場
合
を
含

む
。）
の
規
定
に
よ
り
、
施
術
者
と
し
て
次
の
と
お
り
指
定
し
た
。

　
　

令
和
二
年
三
月
三
十
一
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

氏　
　

名

施
術
所
の
名
称

住
所
又
は
施
術
所
の
所
在
地

指
定
年
月
日

平
間　

翔
太

も
み
の
木
接
骨
院　

鈎
取
店

柴
田
郡
柴
田
町
槻
木
東
三－

一－

一

令
和
二
年
二
月

一
日

〇
宮
城
県
告
示
第
二
百
五
十
三
号

　

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
五
十
五
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
五
十
条
の
二
（
中

国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に

関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第
三
十
号
）
第
十
四
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
場
合
を

含
む
。）
の
規
定
に
よ
り
、
指
定
施
術
者
か
ら
次
の
と
お
り
変
更
し
た
旨
届
出
が
あ
っ
た
。

　
　

令
和
二
年
三
月
三
十
一
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

氏　
　

名

施
術
所
の
名
称

住
所
又
は
施
術
所
の
所
在
地

変
更
年
月
日

変
更
前

谷　

亘

指
圧
鍼
灸
ほ
っ
と
ス

ペ
ー
ス

塩
竃
市
藤
倉
三－

一－

二
十
二

平
成
二
十
三
年

三
月
十
一
日

変
更
後

塩
竃
市
青
葉
ヶ
丘
二
十
三－

五

〇
宮
城
県
告
示
第
二
百
五
十
四
号

　

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第

二
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
と
し
て
次
の
と
お
り
指
定
し
た
の
で
、
同
法
第
五
十

一
条
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

　
　

令
和
二
年
三
月
三
十
一
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

事
業
所
番
号

事
業
所
の
名
称
及
び

所
在
地　
　
　
　
　

指
定
障
害
福
祉
サ�

ー
ビ
ス
の
種
類　

設
置
者
名

指
定
年
月
日

〇
四
一
〇
二
一
〇
五
二
〇

ｍ
ａ
ｎ
ａ
ｂ
ｙ
石
巻
駅

前
事
業
所

石
巻
市
清
水
町
一
丁
目

一－

二
ニ
ュ
ー
シ
テ
ィ

ビ
ル
ニ
イ
ヌ
マ
一
Ｆ

就
労
移
行
支
援

株
式
会
社
ｍ
ａ

ｎ
ａ
ｂ
ｙ

令
和
二
年
四
月

一
日

〇
宮
城
県
告
示
第
二
百
五
十
五
号

　

農
業
振
興
地
域
の
整
備
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
五
十
八
号
）
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
昭

和
四
十
七
年
宮
城
県
告
示
第
二
百
六
十
五
号
（
農
業
振
興
地
域
の
指
定
）
で
指
定
し
た
農
業
振
興
地
域
を
次
の
よ
う
に

変
更
し
、
令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

な
お
、
そ
の
関
係
図
面
は
、
宮
城
県
庁
（
農
政
部
農
業
振
興
課
）
及
び
宮
城
県
仙
台
地
方
振
興
事
務
所
に
備
え
置
い

て
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

令
和
二
年
三
月
三
十
一
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

変
更
後
の
地
域

　

別
冊
一
の
と
お
り

〇
宮
城
県
告
示
第
二
百
五
十
六
号

　

農
業
振
興
地
域
の
整
備
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
五
十
八
号
）
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
昭

和
四
十
八
年
宮
城
県
告
示
第
百
六
号
（
農
業
振
興
地
域
の
指
定
）
で
指
定
し
た
農
業
振
興
地
域
を
次
の
よ
う
に
変
更
し
、

令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

な
お
、
そ
の
関
係
図
面
は
、
宮
城
県
庁
（
農
政
部
農
業
振
興
課
）
及
び
宮
城
県
仙
台
地
方
振
興
事
務
所
に
備
え
置
い

て
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

令
和
二
年
三
月
三
十
一
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

公
益
社
団
法
人
宮
城
県
看
護
協
会
加
美

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

加
美
郡
加
美
町
字
南
町
百
八
十
一
番
一

公
益
社
団
法
人
宮
城
県
看
護
協

会

訪
問
看
護

居
宅
介
護
支
援

令
和
二
年
三
月
三
十
一
日

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
バ
ル
ム
な
か
に
い
だ

加
美
郡
加
美
町
羽
場
字
屋
敷
前
三
番
六
十
一
番
地
一

有
限
会
社
中
新
田
建
設

認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護

令
和
二
年
三
月
三
十
一
日
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変
更
後
の
地
域

　

別
冊
二
の
と
お
り

〇
宮
城
県
告
示
第
二
百
五
十
七
号

　

農
業
振
興
地
域
の
整
備
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
五
十
八
号
）
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
平

成
二
十
八
年
宮
城
県
告
示
第
八
百
五
十
八
号
（
農
業
振
興
地
域
の
指
定
）
で
指
定
し
た
農
業
振
興
地
域
を
次
の
よ
う
に

変
更
し
、
令
和
二
年
三
月
三
十
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

な
お
、
そ
の
関
係
図
面
は
、
宮
城
県
庁
（
農
政
部
農
業
振
興
課
）
及
び
宮
城
県
北
部
地
方
振
興
事
務
所
に
備
え
置
い

て
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

令
和
二
年
三
月
三
十
一
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

変
更
後
の
地
域

　

別
冊
三
の
と
お
り

〇
宮
城
県
告
示
第
二
百
五
十
八
号

　

漁
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
六
十
七
号
）
第
二
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
区
画
漁
業
権
及
び
共
同

漁
業
権
の
変
更
に
つ
い
て
別
冊
四
の
と
お
り
免
許
し
た
。

　
　

令
和
二
年
三
月
三
十
一
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
告
示
第
二
百
五
十
九
号

　

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
五
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安

林
の
指
定
を
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
　

令
和
二
年
三
月
三
十
一
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

保
安
林
予
定
森
林
の
所
在
場
所

　
　

気
仙
沼
市
本
吉
町
滝
沢
一

二　

指
定
の
目
的

　
　

水
源
の
涵か

ん

養

三　

指
定
施
業
要
件

　

１　

立
木
の
伐
採
の
方
法

　
　

㈠　

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

　
　

㈡�　

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町
村
森
林
整

備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

　
　

㈢　

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。　

　

２　

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種

　
　
　

次
の
と
お
り
と
す
る
。

　

（「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
宮
城
県
庁
（
水
産
林
政
部
森
林
整
備
課
）
及
び
気
仙
沼
市
役

所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
宮
城
県
告
示
第
二
百
六
十
号

　

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林
の
指
定
を

す
る
予
定
で
あ
る
旨
、
農
林
水
産
大
臣
か
ら
通
知
が
あ
っ
た
。　　
　

　
　

令
和
二
年
三
月
三
十
一
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

保
安
林
予
定
森
林
の
所
在
場
所

　
　

登
米
市
津
山
町
柳
津
字
石
貝
四
八
の
二
、
七
六
の
二
、
九
一

二　

指
定
の
目
的

　
　

水
源
の
涵か

ん

養

三　

指
定
施
業
要
件

　

１　

立
木
の
伐
採
の
方
法

　
　

㈠　

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

　
　

㈡�　

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町
村
森
林
整

備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

　
　

㈢　

間
伐
そ
の
他
特
別
の
場
合
の
伐
採
に
係
る
も
の
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。　

　

２　

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種

　
　
　

次
の
と
お
り
と
す
る
。

　

（「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
宮
城
県
庁
（
水
産
林
政
部
森
林
整
備
課
）
及
び
登
米
市
役
所

に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
宮
城
県
告
示
第
二
百
六
十
一
号

　

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
三
十
三
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安

林
の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
。

　
　

令
和
二
年
三
月
三
十
一
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一
１　

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

　
　
　

岩
沼
市
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）
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２　

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

　
　
　

飛
砂
の
防
備

　

３　

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

　
　

㈠　

立
木
の
伐
採
の
方
法

　
　
　

⑴　

主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

　
　
　

⑵�　

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町
村
森
林

整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

　
　
　

⑶　

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　
　

㈡　

立
木
の
伐
採
の
限
度

　
　
　
　

次
の
と
お
り
と
す
る
。

二
１　

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

　
　
　

名
取
市
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）、
岩
沼
市
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

　

２　

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

　
　
　

潮
害
の
防
備

　

３　

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

　
　

㈠　

立
木
の
伐
採
の
方
法

　
　
　

⑴　

主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

　
　
　

⑵�　

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町
村
森
林

整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

　
　
　

⑶　

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　
　

㈡　

立
木
の
伐
採
の
限
度

　
　
　
　

次
の
と
お
り
と
す
る
。

三
１　

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

　
　
　

宮
城
郡
松
島
町
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）、
宮
城
郡
七
ケ
浜
町
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

　

２　

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

　
　
　

名
所
又
は
旧
跡
の
風
致
の
保
存

　

３　

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

　
　

㈠　

立
木
の
伐
採
の
方
法

　
　
　

⑴　

主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

　
　
　

⑵�　

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町
村
森
林

整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

　
　
　

⑶　

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　
　

㈡　

立
木
の
伐
採
の
限
度

　
　
　
　

次
の
と
お
り
と
す
る
。

　

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
宮
城
県
庁
（
水
産
林
政
部
森
林

整
備
課
）
並
び
に
関
係
市
役
所
及
び
町
役
場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
宮
城
県
告
示
第
二
百
六
十
二
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
道
路
の
区
域
を

変
更
し
た
の
で
告
示
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
二
年
三
月
三
十
一
日
か
ら
三
十
日
間
宮
城
県
庁
（
土
木
部
道
路
課
）
及
び
宮
城
県
仙
台
土

木
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

令
和
二
年
三
月
三
十
一
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

道
路
の
種
類　

県
道

二　

道　

路　

名　

閖
上
港
線

三　

道
路
の
区
域変

更

の

区

間

変
更
の

前　

後

敷
地
の
幅
員

（
メ
ー
ト
ル
）

敷
地
の
延
長

（
メ
ー
ト
ル
）

名
取
市
小
塚
原
字
西
中
塚
五
一
番
一
地
先
か
ら

同
市
小
塚
原
字
西
中
塚
三
三
番
一
地
先
ま
で

前

一
四
・
二
～

�

二
五
・
八

�

一
九
五
・
〇

後

一
四
・
二
～

�

四
二
・
八

�

一
九
五
・
〇

〇
宮
城
県
告
示
第
二
百
六
十
三
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
道
路
の
区
域
を

変
更
し
た
の
で
告
示
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
二
年
三
月
三
十
一
日
か
ら
三
十
日
間
宮
城
県
庁
（
土
木
部
道
路
課
）
及
び
宮
城
県
仙
台
土

木
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

令
和
二
年
三
月
三
十
一
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

道
路
の
種
類　

県
道

二　

道　

路　

名　

加
瀬
沼
公
園
線

三　

道
路
の
区
域
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変

更

の

区

間

変
更
の

前　

後

敷
地
の
幅
員

（
メ
ー
ト
ル
）

敷
地
の
延
長

（
メ
ー
ト
ル
）

宮
城
郡
利
府
町
新
中
道
三
丁
目
一
番
五
地
先
か
ら

同
郡
同
町
新
中
道
三
丁
目
一
番
二
地
先
ま
で

前

一
五
・
九
～

�

二
九
・
〇

�

三
七
・
六

後

一
七
・
五
～

�

二
九
・
〇

�

三
七
・
六

〇
宮
城
県
告
示
第
二
百
六
十
四
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
道
路
の
供
用
を

開
始
す
る
の
で
告
示
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
二
年
三
月
三
十
一
日
か
ら
三
十
日
間
宮
城
県
庁
（
土
木
部
道
路
課
）
及
び
宮
城
県
北
部
土

木
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

令
和
二
年
三
月
三
十
一
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

道
路
の

種　

類

路　

線　

名

供　

用　

開　

始　

の　

区　

間

供
用
開
始
年
月
日

一
般
国
道

一
〇
八
号

大
崎
市
鳴
子
温
泉
鬼
首
字
鹿
子
田
一
六
番
一
地
先
か
ら

同
市
鳴
子
温
泉
鬼
首
字
中
川
原
一
九
番
一
地
先
ま
で

令
和
二
年

�

三
月
三
十
一
日

〇
宮
城
県
告
示
第
二
百
六
十
五
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
道
路
の
供
用
を

開
始
す
る
の
で
告
示
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
二
年
三
月
三
十
一
日
か
ら
三
十
日
間
宮
城
県
庁
（
土
木
部
道
路
課
）
及
び
宮
城
県
仙
台
土

木
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

令
和
二
年
三
月
三
十
一
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

道
路
の

種　

類

路　

線　

名

供　

用　

開　

始　

の　

区　

間

供
用
開
始
年
月
日

県

道

閖
上
港
線

名
取
市
小
塚
原
字
西
中
塚
五
一
番
一
地
先
か
ら

同
市
小
塚
原
字
西
中
塚
三
三
番
一
地
先
ま
で

令
和
二
年

�

三
月
三
十
一
日

〇
宮
城
県
告
示
第
二
百
六
十
六
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
道
路
の
供
用
を

開
始
す
る
の
で
告
示
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
二
年
三
月
三
十
一
日
か
ら
三
十
日
間
宮
城
県
庁
（
土
木
部
道
路
課
）
及
び
宮
城
県
仙
台
土

木
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

令
和
二
年
三
月
三
十
一
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

道
路
の

種　

類

路　

線　

名

供　

用　

開　

始　

の　

区　

間

供
用
開
始
年
月
日

県

道

加
瀬
沼
公
園

線

宮
城
郡
利
府
町
新
中
道
三
丁
目
一
番
五
地
先
か
ら

同
郡
同
町
新
中
道
三
丁
目
一
番
二
地
先
ま
で

令
和
二
年

�

三
月
三
十
一
日

〇
宮
城
県
告
示
第
二
百
六
十
七
号

　

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律
第
五
十
七
号
）

第
七
条
第
一
項
及
び
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
し
た
次
の
土
砂
災
害
警
戒
区
域
及
び
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
の

指
定
を
解
除
す
る
。

　
　

令
和
二
年
三
月
三
十
一
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

区
域
の
名
称

土
砂
災
害

の
発
生
原

因
と
な
る

自
然
現
象

の
種
類

区　

域　

の　

所　

在　

地

縦　

覧　

場　

所

根
郭
の
３

急
傾
斜
地

の
崩
壊

登
米
市
東
和
町
米
谷
字
根
郭
（
次
の
図
の
と

お
り
）

宮
城
県
土
木
部
防
災
砂
防
課
及
び

宮
城
県
東
部
土
木
事
務
所
登
米
地

域
事
務
所

茶
臼
沢－

２

土
石
流

登
米
市
津
山
町
柳
津
字
茶
臼
（
次
の
図
の
と

お
り
）

比
良
沢
１

土
石
流

登
米
市
津
山
町
柳
津
字
黄
牛
比
良
（
次
の
図

の
と
お
り
）

石
貝
沢

土
石
流

登
米
市
津
山
町
柳
津
字
石
貝
（
次
の
図
の
と

お
り
）

　

（「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
は
、
当
該
区
域
の
縦
覧
場
所
の
欄
に
掲
げ
る
場
所
に
お
い

て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
宮
城
県
告
示
第
二
百
六
十
八
号

　

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律
第
五
十
七
号
）

第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
し
た
次
の
土
砂
災
害
警
戒
区
域
の
指
定
を
解
除
す
る
。

　
　

令
和
二
年
三
月
三
十
一
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
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区
域
の
名
称

土
砂
災
害

の
発
生
原

因
と
な
る

自
然
現
象

の
種
類

区　

域　

の　

所　

在　

地

縦　

覧　

場　

所

錦
織

地
す
べ
り

登
米
市
東
和
町
錦
織
字
沼
山
（
次
の
図
の
と

お
り
）

宮
城
県
土
木
部
防
災
砂
防
課
及
び

宮
城
県
東
部
土
木
事
務
所
登
米
地

域
事
務
所

　

（「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
は
、
当
該
区
域
の
縦
覧
場
所
の
欄
に
掲
げ
る
場
所
に
お
い

て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
宮
城
県
告
示
第
二
百
六
十
九
号

　

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律
第
五
十
七
号
）

第
七
条
第
一
項
及
び
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
区
域
を
土
砂
災
害
警
戒
区
域
及
び
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区

域
に
指
定
す
る
。

　
　

令
和
二
年
三
月
三
十
一
日

�
宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

区
域
の
名
称

土
砂
災
害

の
発
生
原

因
と
な
る

自
然
現
象

の
種
類

区　

域　

の　

所　

在　

地

建
築
物
の
構

造
の
規
制
に

必
要
な
衝
撃

に
関
す
る
事

項

縦
覧
場
所

城
の
内
の
１

－

２

急
傾
斜
地

の
崩
壊

登
米
市
東
和
町
米
川
字
小
出
沢
、
字
深
田

（
次
の
図
の
と
お
り
）

次
の
図
の
と

お
り

宮
城
県
土
木
部
防

災
砂
防
課
及
び
宮

城
県
東
部
土
木
事

務
所
登
米
地
域
事

務
所

城
の
内
の
１

－

３

急
傾
斜
地

の
崩
壊

登
米
市
東
和
町
米
川
字
小
出
沢
（
次
の
図
の

と
お
り
）

山
根－

２

急
傾
斜
地

の
崩
壊

登
米
市
東
和
町
米
川
字
飯
土
井
（
次
の
図
の

と
お
り
）

東
綱
木
の
１

－

２

急
傾
斜
地

の
崩
壊

登
米
市
東
和
町
米
川
字
東
綱
木
（
次
の
図
の

と
お
り
）

矢
作

急
傾
斜
地

の
崩
壊

登
米
市
石
越
町
南
郷
字
矢
作
（
次
の
図
の
と

お
り
）

根
郭
の
３

急
傾
斜
地

の
崩
壊

登
米
市
東
和
町
米
谷
字
根
郭
（
次
の
図
の
と

お
り
）

茶
臼
沢－

２

土
石
流

登
米
市
津
山
町
柳
津
字
茶
臼
（
次
の
図
の
と

お
り
）

比
良
沢
１

土
石
流

登
米
市
津
山
町
柳
津
字
黄
牛
比
良
（
次
の
図

の
と
お
り
）

石
貝
沢

土
石
流

登
米
市
津
山
町
柳
津
字
石
貝
（
次
の
図
の
と

お
り
）

　

（「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
は
、
当
該
区
域
の
縦
覧
場
所
の
欄
に
掲
げ
る
場
所
に
お
い

て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
宮
城
県
告
示
第
二
百
七
十
号

　

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律
第
五
十
七
号
）

第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
区
域
を
土
砂
災
害
警
戒
区
域
に
指
定
す
る
。

　
　

令
和
二
年
三
月
三
十
一
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

区
域
の
名
称

土
砂
災
害

の
発
生
原

因
と
な
る

自
然
現
象

の
種
類

区　

域　

の　

所　

在　

地

建
築
物
の
構

造
の
規
制
に

必
要
な
衝
撃

に
関
す
る
事

項

縦
覧
場
所

錦
織

地
す
べ
り

登
米
市
東
和
町
錦
織
字
沼
山
（
次
の
図
の
と

お
り
）

次
の
図
の
と

お
り

宮
城
県
土
木
部
防

災
砂
防
課
及
び
宮

城
県
東
部
土
木
事

務
所
登
米
地
域
事

務
所

　

（「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
は
、
当
該
区
域
の
縦
覧
場
所
の
欄
に
掲
げ
る
場
所
に
お
い

て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
宮
城
県
告
示
第
二
百
七
十
一
号

　

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
都
市
計
画
事
業
の
事
業
計
画

の
変
更
を
次
の
と
お
り
認
可
し
た
。

　
　

令
和
二
年
三
月
三
十
一
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

施
行
者
の
名
称

　
　

気
仙
沼
市

二　

都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称

　

１　

種
類

　
　
　

気
仙
沼
都
市
計
画
公
園
事
業

　

２　

名
称

　
　
　

四
・
三
・
二
号　

南
気
仙
沼
防
災
公
園

三　

事
業
施
行
期
間

　

�　

「
平
成
二
十
八
年
三
月
十
五
日
か
ら
平
成
三
十
二
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
」
を
「
平
成
二
十
八
年
三
月
十
五
日
か

ら
令
和
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
」
に
変
更
す
る
。
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四　

事
業
地

　

１　

収
用
の
部
分

　
　
　

変
更
な
し

　

２　

使
用
の
部
分

　
　
　

変
更
な
し

〇
宮
城
県
告
示
第
二
百
七
十
二
号

　

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
都
市
計
画
事
業
の
事
業
計
画

の
変
更
を
次
の
と
お
り
認
可
し
た
。

　
　

令
和
二
年
三
月
三
十
一
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

施
行
者
の
名
称

　
　

気
仙
沼
市

二　

都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称

　

１　

種
類

　
　
　

気
仙
沼
都
市
計
画
公
園
事
業

　

２　

名
称

　
　
　

四
・
三
・
三
号　

松
崎
尾
崎
防
災
公
園

三　

事
業
施
行
期
間

　

�　

「
平
成
二
十
八
年
三
月
十
五
日
か
ら
平
成
三
十
二
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
」
を
「
平
成
二
十
八
年
三
月
十
五
日
か

ら
令
和
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
」
に
変
更
す
る
。

四　

事
業
地

　

１　

収
用
の
部
分

　
　
　

変
更
な
し

　

２　

使
用
の
部
分

　
　
　

変
更
な
し

〇
宮
城
県
告
示
第
二
百
七
十
三
号

　

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
都
市
計
画
事
業
の
事
業
計
画

の
変
更
を
次
の
と
お
り
認
可
し
た
。

　
　

令
和
二
年
三
月
三
十
一
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

施
行
者
の
名
称

　
　

大
和
町

二　

都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称

　

１　

種
類

　
　
　

仙
塩
広
域
都
市
計
画
下
水
道
事
業

　

２　

名
称

　
　
　

大
和
町
流
域
関
連
公
共
下
水
道

三　

事
業
施
行
期
間

　
　

平
成
元
年
六
月
二
十
七
日
か
ら
令
和
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

四　

事
業
地

　

１　

収
用
の
部
分

　
　
　

変
更
な
し

　

２　

使
用
の
部
分

　
　

�　

平
成
元
年
二
月
三
日
宮
城
県
告
示
第
百
七
号
、
平
成
五
年
九
月
十
日
宮
城
県
告
示
第
千
十
四
号
、
平
成
十
一
年

一
月
二
十
九
日
宮
城
県
告
示
第
百
四
号
、
平
成
十
六
年
三
月
三
十
日
宮
城
県
告
示
第
四
百
二
十
五
号
、
平
成
二
十

四
年
三
月
二
十
一
日
宮
城
県
告
示
第
二
百
四
十
号
、
平
成
二
十
九
年
三
月
二
十
一
日
宮
城
県
告
示
第
二
百
六
十
八

号
の
事
業
地
に
大
和
町
小
野
字
新
坊
、
岩
倉
、
漆
海
道
、
菖
蒲
沢
、
後
藤
の
一
部
を
加
え
る
。

〇
宮
城
県
告
示
第
二
百
七
十
四
号

　

平
成
八
年
宮
城
県
告
示
第
四
百
十
二
号
（
工
事
請
負
契
約
書
及
び
変
更
契
約
書
の
様
式
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
し
、
令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　

令
和
二
年
三
月
三
十
一
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

　

様
式
第
一
号
の
第
一
条
第
五
項
中「

定
め
る
」

の
下
に「

催
告
，」

を
加
え
、
同
様
式
第
四
条
中
第
四
項
を
第
五
項

と
し
、
第
三
項
を
第
四
項
と
し
第
二
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。　

３
�　
受
注
者
が
第
１
項
第
３
号
か
ら
第
５
号
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
掲
げ
る
保
証
を
付
す
場
合
は
，
当
該
保
証
は
第
59条

第
３
項
各
号
に
規
定
す
る
者
に
よ
る
契
約
の
解
除
の
場
合
に
つ
い
て
も
保
証
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
様
式
第
一
号
の
第
五
条
第
二
項
中「

第
13条
第
２
項
」

を「
第
14条
第
２
項
」

に
、「

第
38条
第
３
項
」

を「
第
41

条
第
３
項
」

に
改
め
、
同
項
の
次
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

３
�　
受
注
者
が
前
払
金
の
使
用
や
部
分
払
等
に
よ
っ
て
も
な
お
こ
の
契
約
の
目
的
物
に
係
る
工
事
の
施
工
に
必
要
な
資

金
が
不
足
す
る
こ
と
を
疎
明
し
た
と
き
は
，
発
注
者
は
，
特
段
の
理
由
が
あ
る
場
合
を
除
き
，
受
注
者
の
請
負
代
金

債
権
の
譲
渡
に
つ
い
て
，
第
１
項
た
だ
し
書
の
承
諾
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４
�　
受
注
者
は
，
前
項
の
規
定
に
よ
り
，
第
１
項
た
だ
し
書
の
承
諾
を
受
け
た
場
合
は
，
請
負
代
金
債
権
の
譲
渡
に
よ
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り
得
た
資
金
を
こ
の
契
約
の
目
的
物
に
係
る
工
事
の
施
工
以
外
に
使
用
し
て
は
な
ら
ず
，
ま
た
そ
の
使
途
を
疎
明
す

る
書
類
を
発
注
者
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
様
式
第
一
号
の
第
六
条
第
二
項
中「

第
47条
の
２
第
１
項
各
号
」

を「
第
52条
第
11号
イ
か
ら
ホ
ま
で
」

に
改
め
、

同
様
式
の
第
五
十
五
条
を
第
六
十
六
条
と
し
、
同
様
式
の
第
五
十
四
条
を
第
六
十
五
条
と
し
、
同
様
式
の
第
五
十
三
条

第
一
項
中「
宮
城
県」

を
削
り
、
同
条
第
二
項
中「

第
12条
第
３
項
」

を「
第
13条
第
３
項
」

に
改
め
、
同
条
を
第
六

十
四
条
と
し
、
同
様
式
の
第
五
十
二
条
中「

年
2.7パ

ー
セ
ン
ト
」

を「
年
2.6パ

ー
セ
ン
ト
」

に
改
め
、
同
条
を
第
六

十
三
条
と
し
、
同
様
式
の
第
五
十
一
条
を
第
六
十
二
条
と
し
、
同
様
式
の
第
五
十
条
の
二
を
第
五
十
八
条
と
し
、
同
条

の
次
に
次
の
三
条
を
加
え
る
。

　
（
発
注
者
の
損
害
賠
償
請
求
等
）

第
�59条
　
発
注
者
は
，
受
注
者
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
，
こ
れ
に
よ
っ
て
生
じ
た
損
害
の
賠
償

を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
⑴
　
工
期
内
に
工
事
を
完
成
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
。

　
⑵
　
こ
の
工
事
目
的
物
に
契
約
不
適
合
が
あ
る
と
き
。

　
⑶
　
第
51条
又
は
第
52条
の
規
定
に
よ
り
，
工
事
目
的
物
の
完
成
後
に
こ
の
契
約
が
解
除
さ
れ
た
と
き
。

　
⑷
�　
前
３
号
に
掲
げ
る
場
合
の
ほ
か
，
債
務
の
本
旨
に
従
っ
た
履
行
を
し
な
い
と
き
又
は
債
務
の
履
行
が
不
能
で
あ

る
と
き
。

２
�　
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
，
前
項
の
損
害
賠
償
に
代
え
て
，
受
注
者
は
，
請
負
代
金
額
の
10分

の
１
（
調
査
基
準
価
格
を
下
回
る
価
格
で
契
約
締
結
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
10分
の
３
）
に
相
当
す
る
額
を
違
約
金

と
し
て
発
注
者
の
指
定
す
る
期
間
内
に
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
⑴
　
第
51条
又
は
第
52条
の
規
定
に
よ
り
工
事
目
的
物
の
完
成
前
に
こ
の
契
約
が
解
除
さ
れ
た
と
き
。

　
⑵
�　
工
事
目
的
物
の
完
成
前
に
，
受
注
者
が
そ
の
債
務
の
履
行
を
拒
否
し
，
又
は
発
注
者
の
責
め
に
帰
す
べ
き
事
由

に
よ
っ
て
受
注
者
の
債
務
に
つ
い
て
履
行
不
能
と
な
っ
た
と
き
。

３
　
次
の
各
号
に
掲
げ
る
者
が
こ
の
契
約
を
解
除
し
た
場
合
は
，
前
項
第
２
号
に
該
当
す
る
場
合
と
み
な
す
。

　
⑴
�　
受
注
者
に
つ
い
て
破
産
手
続
開
始
の
決
定
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
，
破
産
法
（
平
成
16年
法
律
第
75号
）
の

規
定
に
よ
り
選
任
さ
れ
た
破
産
管
財
人

　
⑵
�　
受
注
者
に
つ
い
て
更
生
手
続
開
始
の
決
定
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
，
会
社
更
生
法
（
平
成
14年

法
律
第
154

号
）
の
規
定
に
よ
り
選
任
さ
れ
た
管
財
人

　
⑶
�　
受
注
者
に
つ
い
て
再
生
手
続
開
始
の
決
定
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
，
民
事
再
生
法
（
平
成
11年

法
律
第
225

号
）
の
規
定
に
よ
り
選
任
さ
れ
た
再
生
債
務
者
等

４
�　
第
１
項
各
号
又
は
第
２
項
各
号
に
定
め
る
場
合
（
前
項
の
規
定
に
よ
り
第
２
項
第
２
号
に
該
当
す
る
場
合
と
み
な

さ
れ
る
場
合
を
除
く
。）
が
こ
の
契
約
及
び
取
引
上
の
社
会
通
念
に
照
ら
し
て
受
注
者
の
責
め
に
帰
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
事
由
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
き
は
，
第
１
項
及
び
第
２
項
の
規
定
は
適
用
し
な
い
。

５
�　
第
１
項
第
１
号
に
該
当
し
，
発
注
者
が
損
害
の
賠
償
を
請
求
す
る
場
合
の
請
求
額
は
，
請
負
代
金
額
か
ら
部
分
引

渡
し
を
受
け
た
部
分
に
相
応
す
る
請
負
代
金
額
を
控
除
し
た
額
に
つ
き
，
遅
延
日
数
に
応
じ
，
年
2.6パ

ー
セ
ン
ト

の
割
合
で
計
算
し
た
額
と
す
る
。

６
�　
第
２
項
の
場
合
（
第
52条

第
９
号
及
び
第
11号

の
規
定
に
よ
り
，
こ
の
契
約
が
解
除
さ
れ
た
場
合
を
除
く
。）
に

お
い
て
，
第
４
条
の
規
定
に
よ
り
契
約
保
証
金
の
納
付
又
は
こ
れ
に
代
わ
る
担
保
の
提
供
が
行
わ
れ
て
い
る
と
き

は
，
発
注
者
は
，
当
該
契
約
保
証
金
又
は
担
保
を
も
っ
て
同
項
の
違
約
金
に
充
当
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
（
受
注
者
の
損
害
賠
償
請
求
等
）

第
�60条
　
受
注
者
は
，
発
注
者
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
は
こ
れ
に
よ
っ
て
生
じ
た
損
害
の
賠
償
を

請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
，
当
該
各
号
に
定
め
る
場
合
が
こ
の
契
約
及
び
取
引
上
の
社
会
通
念
に
照
ら
し

て
発
注
者
の
責
め
に
帰
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
事
由
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
き
は
，
こ
の
限
り
で
な
い
。

　
⑴
　
第
54条
又
は
第
55条
の
規
定
に
よ
り
こ
の
契
約
が
解
除
さ
れ
た
と
き
。

　
⑵
�　
前
号
に
掲
げ
る
場
合
の
ほ
か
，
債
務
の
本
旨
に
従
っ
た
履
行
を
し
な
い
と
き
又
は
債
務
の
履
行
が
不
能
で
あ
る

と
き
。

２
�　
第
35条

第
２
項
（
第
42条

に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）
の
規
定
に
よ
る
請
負
代
金
の
支
払
い
が
遅
れ
た

場
合
に
お
い
て
は
，
受
注
者
は
，
未
受
領
金
額
に
つ
き
，
遅
延
日
数
に
応
じ
，
年
2.6パ

ー
セ
ン
ト
の
割
合
で
計
算

し
た
額
の
遅
延
利
息
の
支
払
い
を
発
注
者
に
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
（
契
約
不
適
合
責
任
期
間
等
）

第
�61条
　
発
注
者
は
，
引
き
渡
さ
れ
た
工
事
目
的
物
に
関
し
，
第
34条
第
４
項
又
は
第
５
項
（
第
42条
に
お
い
て
こ
れ

ら
の
規
定
を
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の

規
定
に
よ
る
引
渡
し（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
単
に「
引
渡
し
」と
い
う
。）

を
受
け
た
日
か
ら
２
年
以
内
で
な
け
れ
ば
，
契
約
不
適
合
を
理
由
と
し
た
履
行
の
追
完
の
請
求
，
損
害
賠
償
の
請
求
，

代
金
の
減
額
の
請
求
又
は
契
約
の
解
除
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
請
求
等
」
と
い
う
。）
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

２
�　
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
，
設
備
機
器
本
体
等
の
契
約
不
適
合
に
つ
い
て
は
，
引
渡
し
の
時
，
発
注
者
が
検
査

し
て
直
ち
に
そ
の
履
行
の
追
完
を
請
求
し
な
け
れ
ば
，
受
注
者
は
そ
の
責
任
を
負
わ
な
い
。
た
だ
し
，
当
該
検
査
に

お
い
て
一
般
的
な
注
意
の
下
で
発
見
で
き
な
か
っ
た
契
約
不
適
合
に
つ
い
て
は
，
引
渡
し
を
受
け
た
日
か
ら
１
年
が

経
過
す
る
日
ま
で
請
求
等
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３
�　
前
２
項
の
請
求
等
は
，
具
体
的
な
契
約
不
適
合
の
内
容
，
請
求
す
る
損
害
額
の
算
定
の
根
拠
等
当
該
請
求
等
の
根

拠
を
示
し
て
，
受
注
者
の
契
約
不
適
合
責
任
を
問
う
意
思
を
明
確
に
告
げ
る
こ
と
で
行
う
。

４
�　
発
注
者
が
第
１
項
又
は
第
２
項
に
規
定
す
る
契
約
不
適
合
に
係
る
請
求
等
が
可
能
な
期
間
（
以
下
こ
の
項
及
び
第

７
項
に
お
い
て
「
契
約
不
適
合
責
任
期
間
」
と
い
う
。）
の
内
に
契
約
不
適
合
を
知
り
，
そ
の
旨
を
受
注
者
に
通
知

し
た
場
合
に
お
い
て
，
発
注
者
が
通
知
か
ら
１
年
が
経
過
す
る
日
ま
で
に
前
項
に
規
定
す
る
方
法
に
よ
る
請
求
等
を
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し
た
と
き
は
，
契
約
不
適
合
責
任
期
間
の
内
に
請
求
等
を
し
た
も
の
と
み
な
す
。

５
�　
発
注
者
は
，
第
１
項
又
は
第
２
項
の
請
求
等
を
行
っ
た
と
き
は
，
当
該
請
求
等
の
根
拠
と
な
る
契
約
不
適
合
に
関

し
，
民
法
の
消
滅
時
効
の
範
囲
で
，
当
該
請
求
等
以
外
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
請
求
等
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

６
�　
前
各
項
の
規
定
は
，
契
約
不
適
合
が
受
注
者
の
故
意
又
は
重
過
失
に
よ
り
生
じ
た
も
の
で
あ
る
と
き
に
は
適
用
せ

ず
，
契
約
不
適
合
に
関
す
る
受
注
者
の
責
任
に
つ
い
て
は
，
民
法
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

７
　
民
法
第
637条

第
１
項
の
規
定
は
，
契
約
不
適
合
責
任
期
間
に
つ
い
て
は
適
用
し
な
い
。

８
�　
発
注
者
は
，
工
事
目
的
物
の
引
渡
し
の
際
に
契
約
不
適
合
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
と
き
は
，
第
１
項
の
規
定
に
か

か
わ
ら
ず
，
そ
の
旨
を
直
ち
に
受
注
者
に
通
知
し
な
け
れ
ば
，
当
該
契
約
不
適
合
に
関
す
る
請
求
等
を
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
。
た
だ
し
，
受
注
者
が
そ
の
契
約
不
適
合
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
と
き
は
，
こ
の
限
り
で
な
い
。

９
�　
こ
の
契
約
が
住
宅
の
品
質
確
保
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
11年
法
律
第
81号
）
第
94条
第
１
項
に
規
定
す

る
住
宅
新
築
請
負
契
約
で
あ
る
場
合
に
は
，
工
事
目
的
物
の
う
ち
住
宅
の
品
質
確
保
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
施
行

令
（
平
成
12年
政
令
第
64号
）
第
５
条
に
定
め
る
部
分
の
契
約
不
適
合
（
構
造
耐
力
又
は
雨
水
の
浸
入
に
影
響
の
な

い
も
の
を
除
く
。）
に
つ
い
て
請
求
等
を
行
う
こ
と
の
で
き
る
期
間
は
10年

と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
，
前
各

項
の
規
定
は
適
用
し
な
い
。

10�　
引
き
渡
さ
れ
た
工
事
目
的
物
の
契
約
不
適
合
が
支
給
材
料
の
性
質
又
は
発
注
者
若
し
く
は
監
督
職
員
の
指
図
に
よ

り
生
じ
た
も
の
で
あ
る
と
き
は
，
発
注
者
は
当
該
契
約
不
適
合
を
理
由
と
し
て
，
請
求
等
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

た
だ
し
，
受
注
者
が
そ
の
材
料
又
は
指
図
が
不
適
当
で
あ
る
こ
と
を
知
り
な
が
ら
こ
れ
を
通
知
し
な
か
っ
た
と
き

は
，
こ
の
限
り
で
な
い
。

　

様
式
第
一
号
の
第
五
十
条
第
一
項
中「

こ
の
契
約
が
」

の
下
に「

工
事
の
完
成
前
に
」

を
加
え
、
同
条
第
三
項
中「

第

35条
（
第
41条
」

を「
第
37条
（
第
44条
」

に
、「第
35条
の
２
（
第
41条
」

を「
第
38条
（
第
44条
」

に
、「第

38条

及
び
第
42条
」

を「
第
41条
及
び
第
45条
」

に
、「第
47条
，
第
47条
の
２
又
は
第
47条
の
３
第
２
項
」

を「
第
51条
，

第
52条
又
は
次
第
59条
第
３
項
」

に
、「年
2.7パ

ー
セ
ン
ト
」

を「
年
2.6パ

ー
セ
ン
ト
」

に
、「前

２
条
」

を「
第
50条
，

第
54条
又
は
第
55条
」

に
改
め
、
同
条
第
四
項
か
ら
第
六
項
ま
で
の
規
定
中「

こ
の
契
約
が
」

の
下
に「

工
事
の
完
成

前
に
」

を
加
え
、
同
条
第
八
項
中「
第
47条
，
第
47条
の
２
又
は
第
47条
の
３
第
２
項
」

を「
第
51条
，
第
52条
又
は

次
第
59条

第
３
項
」

に
、「前
２
条
」

を「
第
50条
，
第
54条

又
は
第
55条
」

に
改
め
、
同
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加

え
る
。

９
�　
工
事
の
完
成
後
に
こ
の
契
約
が
解
除
さ
れ
た
場
合
は
，
解
除
に
伴
い
生
じ
る
事
項
の
処
理
に
つ
い
て
は
発
注
者
及

び
受
注
者
が
民
法
の
規
定
に
従
っ
て
協
議
し
て
決
め
る
。

　

様
式
第
一
号
の
第
五
十
条
を
第
五
十
七
条
と
し
、
同
様
式
の
第
四
十
五
条
か
ら
第
四
十
九
条
ま
で
を
削
り
、
同
様
式

の
第
四
十
四
条
第
一
項
中「

第
35条
，
第
35条
の
２
，
第
38条
又
は
第
39条
に
お
い
て
準
用
さ
れ
る
第
33条
」

を「
第

37条
，
第
38条
，
第
41条
又
は
第
42条
に
お
い
て
準
用
さ
れ
る
第
35条
」

に
改
め
、
同
条
を
第
四
十
八
条
と
し
、
同
条

の
次
に
次
の
八
条
を
加
え
る
。
　　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
（
契
約
不
適
合
責
任
）

第
�４9条
　
発
注
者
は
，
引
き
渡
さ
れ
た
工
事
目
的
物
が
種
類
又
は
品
質
に
関
し
て
契
約
の
内
容
に
適
合
し
な
い
も
の

（
以
下
「
契
約
不
適
合
」
と
い
う
。）
で
あ
る
と
き
は
，
受
注
者
に
対
し
，
目
的
物
の
修
補
又
は
代
替
物
の
引
渡
し

に
よ
る
履
行
の
追
完
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
，そ
の
履
行
の
追
完
に
過
分
の
費
用
を
要
す
る
と
き
は
，

発
注
者
は
履
行
の
追
完
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

２
�　
前
項
の
場
合
に
お
い
て
，
受
注
者
は
，
発
注
者
に
不
相
当
な
負
担
を
課
す
る
も
の
で
な
い
と
き
は
，
発
注
者
が
請

求
し
た
方
法
と
異
な
る
方
法
に
よ
る
履
行
の
追
完
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３
�　
第
１
項
の
場
合
に
お
い
て
，
発
注
者
が
相
当
の
期
間
を
定
め
て
履
行
の
追
完
の
催
告
を
し
，
そ
の
期
間
内
に
履
行

の
追
完
が
な
い
と
き
は
，
発
注
者
は
，
そ
の
不
適
合
の
程
度
に
応
じ
て
代
金
の
減
額
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

た
だ
し
，
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
は
，
催
告
を
す
る
こ
と
な
く
，
直
ち
に
代
金
の
減
額
を
請
求
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

　
⑴
　
履
行
の
追
完
が
不
能
で
あ
る
と
き
。

　
⑵
　
受
注
者
が
履
行
の
追
完
を
拒
絶
す
る
意
思
を
明
確
に
表
示
し
た
と
き
。

　
⑶
�　
工
事
目
的
物
の
性
質
又
は
当
事
者
の
意
思
表
示
に
よ
り
，
特
定
の
日
時
又
は
一
定
の
期
間
内
に
履
行
し
な
け
れ

ば
契
約
を
し
た
目
的
を
達
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
お
い
て
，
受
注
者
が
履
行
の
追
完
を
し
な
い
で
そ
の
時

期
を
経
過
し
た
と
き
。

　
⑷
�　
前
３
号
に
掲
げ
る
場
合
の
ほ
か
，
発
注
者
が
こ
の
項
の
規
定
に
よ
る
催
告
を
し
て
も
履
行
の
追
完
を
受
け
る
見

込
み
が
な
い
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
と
き
。　

　
（
発
注
者
の
任
意
解
除
権
）

第
�50条
　
発
注
者
は
，
工
事
が
完
成
す
る
ま
で
の
間
は
，
次
条
又
は
第
52条
の
規
定
に
よ
る
ほ
か
，
必
要
が
あ
る
と
き

は
こ
の
契
約
を
解
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
�　
発
注
者
は
，
前
項
の
規
定
に
よ
り
こ
の
契
約
を
解
除
し
た
こ
と
に
よ
り
受
注
者
に
損
害
を
及
ぼ
し
た
と
き
は
，
そ

の
損
害
を
賠
償
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
（
発
注
者
の
催
告
に
よ
る
解
除
権
）

第
�51条
　
発
注
者
は
，
受
注
者
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
相
当
の
期
間
を
定
め
て
そ
の
履
行
の
催

告
を
し
，
そ
の
期
間
内
に
履
行
が
な
い
と
き
は
こ
の
契
約
を
解
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
，
そ
の
期
間
を
経

過
し
た
時
に
お
け
る
債
務
の
不
履
行
が
こ
の
契
約
及
び
取
引
上
の
社
会
通
念
に
照
ら
し
て
軽
微
で
あ
る
と
き
は
，
こ

の
限
り
で
な
い
。

　
⑴
　
第
５
条
第
４
項
に
規
定
す
る
書
類
を
提
出
せ
ず
，
又
は
虚
偽
の
記
載
を
し
て
こ
れ
を
提
出
し
た
と
き
。

　
⑵
　
正
当
な
理
由
な
く
，
工
事
に
着
手
す
べ
き
期
日
を
過
ぎ
て
も
工
事
に
着
手
し
な
い
と
き
。
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⑶
�　
工
期
内
に
完
成
し
な
い
と
き
又
は
工
期
経
過
後
相
当
の
期
間
内
に
工
事
を
完
成
す
る
見
込
み
が
な
い
と
認
め
ら

れ
る
と
き
。

　
⑷
　
第
11条
第
１
項
に
規
定
す
る
主
任
技
術
者
又
は
監
理
技
術
者
を
設
置
し
な
か
っ
た
と
き
。

　
⑸
　
正
当
な
理
由
な
く
，
第
49条
第
１
項
の
履
行
の
追
完
が
さ
れ
な
い
と
き
。

　
⑹
　
第
58条
第
１
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
。

　
⑺
�　
前
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
ほ
か
，
こ
の
契
約
に
違
反
し
，
そ
の
違
反
に
よ
り
こ
の
契
約
の
目
的
を
達
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
と
認
め
ら
れ
る
と
き
。

　
（
発
注
者
の
催
告
に
よ
ら
な
い
解
除
権
）

第
�5２条
　
発
注
者
は
，
受
注
者
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
，
直
ち
に
こ
の
契
約
を
解
除
す
る
こ
と

が
で
き
る
　
。

　
⑴
　
第
５
条
第
１
項
の
規
定
に
違
反
し
て
請
負
代
金
債
権
を
譲
渡
し
た
と
き
。

　
⑵
　
第
５
条
第
４
項
の
規
定
に
違
反
し
て
譲
渡
に
よ
り
得
た
資
金
を
当
該
工
事
の
施
工
以
外
に
使
用
し
た
と
き
。

　
⑶
　
こ
の
契
約
の
目
的
物
を
完
成
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
と
き
。

　
⑷
�　
引
き
渡
さ
れ
た
工
事
目
的
物
に
契
約
不
適
合
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
，
そ
の
不
適
合
が
目
的
物
を
除
却
し
た
上

で
再
び
建
設
し
な
け
れ
ば
，
契
約
の
目
的
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
と
き
。

　
⑸
　
受
注
者
が
こ
の
契
約
の
目
的
物
の
完
成
の
債
務
の
履
行
を
拒
絶
す
る
意
思
を
明
確
に
表
示
し
た
と
き
。

　
⑹
�　
受
注
者
の
債
務
の
一
部
の
履
行
が
不
能
で
あ
る
場
合
又
は
受
注
者
が
そ
の
債
務
の
一
部
の
履
行
を
拒
絶
す
る
意

思
を
明
確
に
表
示
し
た
場
合
に
お
い
て
，
残
存
す
る
部
分
の
み
で
は
契
約
を
し
た
目
的
を
達
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
と
き
。

　
⑺
�　
契
約
の
目
的
物
の
性
質
や
当
事
者
の
意
思
表
示
に
よ
り
，
特
定
の
日
時
又
は
一
定
の
期
間
内
に
履
行
し
な
け
れ

ば
契
約
を
し
た
目
的
を
達
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
お
い
て
，
受
注
者
が
履
行
を
し
な
い
で
そ
の
時
期
を
経

過
し
た
と
き
。

　
⑻
�　
前
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
ほ
か
，
受
注
者
が
そ
の
債
務
の
履
行
を
せ
ず
，
発
注
者
が
前
条
の
催
告
を
し
て
も
契

約
を
し
た
目
的
を
達
す
る
の
に
足
り
る
履
行
が
さ
れ
る
見
込
み
が
な
い
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
と
き
。

　
⑼
�　
暴
力
団
（
暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
３
年
法
律
第
77号
）
第
２
条
第
２

号
に
規
定
す
る
暴
力
団
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）
又
は
暴
力
団
員
（
同
条
第
６
号
に
規
定
す
る

暴
力
団
員
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）
が
経
営
に
実
質
的
に
関
与
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
者
に

請
負
代
金
債
権
を
譲
渡
し
た
と
き
。

　
⑽
　
第
54条
又
は
第
55条
の
規
定
に
よ
ら
な
い
で
こ
の
契
約
の
解
除
を
申
し
出
た
と
き
。

　
⑾
�　
受
注
者
（
受
注
者
が
共
同
企
業
体
で
あ
る
と
き
は
，
そ
の
構
成
員
の
い
ず
れ
か
の
者
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て

同
じ
。）
が
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
。
な
お
，
受
注
者
の
使
用
人
が
受
注
者
の
業
務
と
し
て
行
っ
た
行

為
は
，
受
注
者
の
行
為
と
み
な
す
。

　
　
イ
�　
受
注
者
の
役
員
等
（
法
人
の
場
合
は
，
非
常
勤
を
含
む
役
員
及
び
支
配
人
並
び
に
支
店
又
は
営
業
所
の
代
表

者
，
そ
の
他
の
団
体
の
場
合
は
，
法
人
の
役
員
等
と
同
様
の
責
任
を
有
す
る
代
表
者
及
び
理
事
等
，
個
人
の
場

合
は
，
そ
の
者
並
び
に
支
配
人
及
び
営
業
所
の
代
表
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）
が
暴
力
団
員
で
あ
る
場
合
，

又
は
暴
力
団
員
が
経
営
に
事
実
上
参
加
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
。

　
　
ロ
�　
受
注
者
又
は
受
注
者
の
役
員
等
が
，
自
社
，
自
己
若
し
く
は
第
三
者
の
不
正
な
利
益
を
図
り
，
又
は
第
三
者

に
損
害
を
加
え
る
目
的
を
も
っ
て
，
暴
力
団
，
暴
力
団
員
又
は
暴
力
団
若
し
く
は
暴
力
団
員
に
協
力
し
，
関
与

す
る
等
こ
れ
と
関
わ
り
を
持
つ
者
と
し
て
，
警
察
か
ら
通
報
が
あ
っ
た
者
若
し
く
は
警
察
が
確
認
し
た
者
（
以

下
「
暴
力
団
関
係
者
」
と
い
う
。）
の
威
力
を
利
用
す
る
な
ど
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
。

　
　
ハ
�　
受
注
者
又
は
受
注
者
の
役
員
等
が
，
暴
力
団
，
暴
力
団
員
若
し
く
は
暴
力
団
関
係
者
（
以
下
「
暴
力
団
等
」

と
い
う
。）
又
は
暴
力
団
等
が
経
営
若
し
く
は
運
営
に
関
与
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
法
人
等
に
対
し
て
，
資

金
等
を
提
供
し
，
又
は
便
宜
を
供
与
す
る
な
ど
積
極
的
に
暴
力
団
の
維
持
運
営
に
協
力
し
，
又
は
関
与
し
て
い

る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
。

　
　
ニ
�　
受
注
者
又
は
受
注
者
の
役
員
等
が
，
暴
力
団
又
は
暴
力
団
関
係
者
と
社
会
的
に
非
難
さ
れ
る
べ
き
関
係
を
有

し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
。

　
　
ホ
�　
受
注
者
又
は
受
注
者
の
役
員
等
が
，
暴
力
団
等
で
あ
る
こ
と
を
知
り
な
が
ら
，
こ
れ
と
取
引
し
た
り
，
又
は

不
当
に
利
用
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
。

　
（
発
注
者
の
責
め
に
帰
す
べ
き
事
由
に
よ
る
場
合
の
解
除
の
制
限
）

第
�5３条
　
第
51条
各
号
又
は
前
条
各
号
に
定
め
る
場
合
が
発
注
者
の
責
め
に
帰
す
べ
き
事
由
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
き

は
，
発
注
者
は
，
前
２
条
の
規
定
に
よ
る
契
約
の
解
除
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

　
（
受
注
者
の
催
告
に
よ
る
解
除
権
）

第
�5４条
　
受
注
者
は
，
発
注
者
が
こ
の
契
約
に
違
反
し
た
と
き
は
，
相
当
の
期
間
を
定
め
て
そ
の
履
行
の
催
告
を
し
，

そ
の
期
間
内
に
履
行
が
な
い
と
き
は
，
こ
の
契
約
を
解
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
，
そ
の
期
間
を
経
過
し
た

時
に
お
け
る
債
務
の
不
履
行
が
こ
の
契
約
及
び
取
引
上
の
社
会
通
念
に
照
ら
し
て
軽
微
で
あ
る
と
き
は
，
こ
の
限
り

で
な
い
。

　
（
受
注
者
の
催
告
に
よ
ら
な
い
解
除
権
）

第
55条
　
受
注
者
は
，
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
，
直
ち
に
こ
の
契
約
を
解
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
⑴
　
第
20条
の
規
定
に
よ
り
設
計
図
書
を
変
更
し
た
た
め
請
負
代
金
額
が
３
分
の
２
以
上
減
少
し
た
と
き
。

　
⑵
�　
第
21条
の
規
定
に
よ
る
工
事
の
施
工
の
中
止
期
間
が
工
期
の
10分
の
５
（
工
期
の
10分
の
５
が
６
月
を
超
え
る

と
き
は
，
６
月
）
を
超
え
た
と
き
。
た
だ
し
，
中
止
が
工
事
の
一
部
の
み
の
場
合
は
，
そ
の
一
部
を
除
い
た
他
の

部
分
の
工
事
が
完
了
し
た
後
３
月
を
経
過
し
て
も
，
な
お
そ
の
中
止
が
解
除
さ
れ
な
い
と
き
。
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公

告

〇
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
し
た
次
の
開
発
区
域
（
工

区
）
に
係
る
開
発
行
為
は
、
そ
の
工
事
を
完
了
し
た
。

　
　

令
和
二
年
三
月
三
十
一
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一�　

工
事
を
完
了
し
た
開
発
区
域
（
工
区
）
に
含
ま
れ
る

地
域
の
名
称

　

岩
沼
市
桜
三
丁
目
百
七
十
一
番
一
、
百
七
十
一
番
七
、

百
七
十
一
番
八
、
百
七
十
一
番
九
、
百
七
十
一
番
十
、
百

七
十
一
番
十
一
、
百
七
十
一
番
十
二
、
百
七
十
一
番
十
三
、

百
七
十
一
番
十
四
、
百
七
十
一
番
十
七
、
百
七
十
六
番
三
、

百
七
十
六
番
四
、
百
七
十
一
番
十
三
地
先
の
水
の
一
部

二　

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名
（
名
称
）
　

福
島
県
い
わ
き
市
平
六
町
目
三
番
地
の
十
八

�

ア
ド
レ
ス
株
式
会
社　
　
　
　
　

　
（
受
注
者
の
責
め
に
帰
す
べ
き
事
由
に
よ
る
場
合
の
解
除
の
制
限
）

第
�56条
　
第
54条
又
は
前
条
各
号
に
定
め
る
場
合
が
受
注
者
の
責
め
に
帰
す
べ
き
事
由
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
き
は
，

受
注
者
は
，
前
２
条
の
規
定
に
よ
る
契
約
の
解
除
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

　

様
式
第
一
号
の
第
四
十
三
条
第
二
項
中「

第
33条
（
第
39条
」

を「
第
35条
（
第
1条
」

に
、「第

38条
」

を「
第
41

条
」

に
改
め
、
同
条
を
第
四
十
七
条
と
し
、
同
様
式
の
第
四
十
二
条
の
二
中「

第
40条
」

を「
第
43条
」

に
改
め
、
同

条
を
第
四
十
六
条
と
し
、
同
様
式
の
第
四
十
二
条
第
二
項
中「

第
38条
第
６
項
」

を「
第
41条
第
６
項
」

に
改
め
、
同

条
を
第
四
十
五
条
と
し
、
同
様
式
の
第
四
十
一
条
第
一
項
中「

第
35条
及
び
第
35条
の
２
」

を「
第
37条
及
び
第
38条
」

に
改
め
、「各

会
計
年
度
末
）」
と
」

の
下
に
、「，「

第
41条
の
規
定
に
基
づ
く
部
分
払
」
と
あ
る
の
は
「
第
41条
又
は

第
45条
の
規
定
に
基
づ
く
部
分
払
」
と
」

を
加
え
、「第

35条
第
４
項
（
第
35条
の
２
第
３
項
」

を「
第
37条
第
４
項
（
第

38条
第
４
項
」

に
、「第

38条
第
１
項
」

を「
第
41条
第
１
項
」

に
、「第

35条
第
５
項
及
び
第
６
項
（
第
35条
の
２
第

３
項
」

を「
第
37条
第
５
項
及
び
第
６
項
（
第
38条
第
４
項
」

に
改
め
、
同
条
第
二
項
及
び
第
三
項
中「
第
35条
第
１

項
」

を「
第
37条
第
１
項
」

に
改
め
、
同
条
第
四
項
中「

第
36条
第
３
項
」

を「
第
39条
第
３
項
」

に
改
め
、
同
条
を

第
四
十
四
条
と
し
、
同
様
式
の
第
四
十
条
を
第
四
十
三
条
と
し
、
同
様
式
の
第
三
十
九
条
第
一
項
中「

第
32条
」

を「
第

34条
」

に
、「第

33条
」

を「
第
35条
」

に
改
め
、
同
条
第
二
項
中「

第
33条

第
１
項
の
規
定
」

を「
第
35条

第
１
項

の
規
定
」

に
、「第

33条
第
１
項
の
請
求
」

を「
同
条
第
１
項
の
請
求
」

に
改
め
、
同
条
を
第
四
十
二
条
と
し
、
同
様

式
の
第
三
十
八
条
第
一
項
中「

第
13条
第
２
項
」

を「
第
14条
第
２
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
四
十
一
条
と
し
、
同
様

式
の
第
三
十
七
条
中「

令
和
２
年
３
月
31日
」

を「
令
和
３
年
３
月
31日
」

に
改
め
、
同
条
を
第
四
十
条
と
し
、
同
様

式
の
第
三
十
六
条
第
一
項
中「

第
35条
第
４
項
（
前
条
第
３
項
」

を「
第
37条
第
４
項
（
前
条
第
４
項
」

に
改
め
、
同

条
を
第
三
十
九
条
と
し
、
同
様
式
の
第
三
十
五
条
の
二
第
一
項
中「

第
38条
（
第
41条
及
び
第
42条
に
お
い
て
準
用
す

る
場
合
を
含
む
。）」

を「
第
41条
」

に
改
め
、
同
条
を
第
三
十
八
条
と
し
、
同
様
式
の
第
三
十
五
条
第
五
項
中「

第
38

条
（
第
41条
及
び
第
42条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）」

を「
第
41条
」

に
改
め
、
同
条
第
七
項
中「

年
2.7パ

ー

セ
ン
ト
」

を「
年
2.6パ

ー
セ
ン
ト
」

に
改
め
、
同
条
を
第
三
十
七
条
と
す
る
。

　

様
式
第
一
号
の
第
三
十
四
条
第
一
項
中「

第
32条
第
４
項
」

を「
第
34条
第
４
項
」

に
改
め
、
同
条
を
第
三
十
六
条

と
し
、
同
様
式
の
第
三
十
三
条
を
第
三
十
五
条
と
し
、
同
様
式
の
第
三
十
二
条
を
第
三
十
四
条
と
し
、
同
様
式
の
第
三

十
一
条
を
第
三
十
三
条
と
し
、
同
様
式
の
第
三
十
条
第
一
項
中「

第
８
条
，
第
15条
，
第
17条
か
ら
第
22条
ま
で
，
第

25条
か
ら
第
27条
ま
で
，
前
条
又
は
第
34条
」

を「
第
９
条
，
第
16条
，
第
18条
か
ら
第
21条
ま
で
，
第
23条
，
第
24

条
，
第
27条
か
ら
第
29条
ま
で
，
前
条
又
は
第
36条
」

に
改
め
、
同
条
を
第
三
十
二
条
と
し
、
同
様
式
の
第
二
十
九
条

第
二
項
中「
第
51条
第
１
項
」

を「
第
62条
第
１
項
」

に
改
め
、
同
条
第
四
項
中「

第
13条
第
２
項
，
第
14条
第
１
項
」

を「
第
14条

第
２
項
，
第
15条

第
１
項
」

に
、「第

38条
第
３
項
」

を「
第
41条

第
３
項
」

に
改
め
、
同
条
を
第
三
十

一
条
と
し
、
同
様
式
の
第
二
十
八
条
第
一
項
中「

第
51条
第
１
項
」

を「
第
62条
第
１
項
」

に
改
め
、
同
条
を
第
三
十

条
と
し
、
同
様
式
の
第
二
十
七
条
中「

第
29条

第
１
項
」

を「
第
31条

第
１
項
」

に
、「第

51条
第
１
項
」

を「
第
62

条
第
１
項
」

に
改
め
、
同
条
を
第
二
十
九
条
と
し
、
同
様
式
の
第
二
十
六
条
を
第
二
十
八
条
と
し
、
同
様
式
の
第
二
十

五
条
を
第
二
十
七
条
と
し
、
同
様
式
の
第
二
十
四
条
を
第
二
十
六
条
と
し
、
同
様
式
の
第
二
十
三
条
第
二
項
中「

第
21

条
」

を「
第
23条
」

に
改
め
、
同
条
を
第
二
十
五
条
と
し
、
同
様
式
の
第
二
十
二
条
第
二
項
を
削
り
、
同
条
第
三
項
中

「
前
２
項
」

を「
前
項
」

に
改
め
、
同
項
を
第
二
項
と
し
、
同
条
を
第
二
十
四
条
と
し
、
同
様
式
の
第
二
十
一
条
を
第

二
十
三
条
と
し
、
同
様
式
の
第
二
十
条
を
第
二
十
一
条
と
し
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

　
（
著
し
く
短
い
工
期
の
禁
止
）

第
�２２条
　
発
注
者
は
，
工
期
の
延
長
又
は
短
縮
を
行
う
と
き
は
，
こ
の
工
事
に
従
事
す
る
者
の
労
働
時
間
そ
の
他
の
労

働
条
件
が
適
正
に
確
保
さ
れ
る
よ
う
，
や
む
を
得
な
い
事
由
に
よ
り
工
事
等
の
実
施
が
困
難
で
あ
る
と
見
込
ま
れ
る

日
数
等
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

様
式
第
一
号
の
第
十
九
条
を
第
二
十
条
と
し
、
同
様
式
の
第
十
八
条
を
第
十
九
条
と
し
、
同
様
式
の
第
十
七
条
第
二

項
中「

第
13条
第
２
項
又
は
第
14条
第
１
項
」

を「
第
14条
第
２
項
又
は
第
15条
第
１
項
」

に
改
め
、
同
条
を
第
十
八

条
と
し
、
同
様
式
の
第
十
六
条
を
第
十
七
条
と
し
、
同
様
式
の
第
十
五
条
第
四
項
中「

第
２
項
の
検
査
に
よ
り
発
見
す

る
こ
と
が
困
難
で
あ
っ
た
隠
れ
た
瑕
疵
」

を「
種
類
，
品
質
又
は
数
量
に
関
し
こ
の
契
約
の
内
容
に
適
合
し
な
い
こ
と

（
第
２
項
の
検
査
に
よ
り
発
見
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
っ
た
も
の
に
限
る
。）
な
ど
」

に
改
め
、
同
条
を
第
十
六
条
と

し
、
同
様
式
の
第
十
四
条
を
第
十
五
条
と
し
、
第
十
一
条
か
ら
第
十
三
条
ま
で
を
一
条
ず
つ
繰
り
下
げ
、
同
様
式
の
第

十
条
第
二
項
中「

第
12条
第
１
項
」

を「
第
13条
第
１
項
」

に
改
め
、
同
条
を
第
十
一
条
と
し
、
同
様
式
の
第
九
条
第

五
項
中「

契
約
書
に
定
め
る
」

の
下
に「

催
告
，」

を
加
え
、
同
条
を
第
十
条
と
し
、
同
様
式
の
第
八
条
を
第
九
条
と

し
、
同
様
式
の
第
七
条
の
二
を
第
八
条
と
す
る
。
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�

　
　
　
　

〇
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
落
札
者
を
決
定
し
た
。

　
　

令
和
二
年
三
月
三
十
一
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

落
札
に
係
る
物
品
又
は
役
務
の
名
称
及
び
数
量　

交
通
管
制
シ
ス
テ
ム
保
守
点
検
業
務　

一
式

二�　

契
約
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
課
室
等
の
名
称
及
び
所
在
地　

宮
城
県
警
察
本
部
総
務
部
会
計
課　

仙
台
市
青

葉
区
本
町
三
丁
目
八
番
一
号

三　

落
札
者
を
決
定
し
た
日　

令
和
二
年
三
月
二
十
三
日

四�　

落
札
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
又
は
所
在
地　

オ
ム
ロ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
株
式
会
社　

東

北
支
店　

仙
台
市
青
葉
区
二
日
町
二
番
十
五
号

五　

落
札
金
額　

六
千
百
五
万
円

六　

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
手
続　

一
般
競
争
入
札

七　

入
札
の
公
告
を
行
っ
た
日　

令
和
二
年
二
月
七
日

監
査
委
員

〇
宮
城
県
監
査
委
員
告
示
第
７
号

　
地
方
自
治
法
（
昭
和
22年

法
律
第
67号
）
第
199条

第
１
項
，
第
２
項
及
び
第
４
項
の
規
定
に
よ
り
令
和
２
年
１
月

か
ら
３
月
ま
で
に
実
施
し
た
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
に
係
る
定
期
監
査
等
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
　
令
和
２
年
３
月
31日

�
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
本
　
　
木
　
　
忠
　
　
一
　
　
　

�
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
太
　
　
田
　
　
稔
　
　
郎
　
　
　

�
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
石
　
　
森
　
　
建
　
　
二
　
　
　

�
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
成
　
　
田
　
　
由
 加
 里
　
　
　

１
　
監
査
実
施
機
関
及
び
監
査
実
施
日

監
査
実
施
機
関
�

監
査
実
施
日
　
　
　

〇
総
務
部

　
本
庁

　
　
職
員
厚
生
課
�

３
月
16日

　
地
方
機
関

　
　
仙
台
中
央
県
税
事
務
所
（
選
挙
管
理
委
員
会
仙
台
中
央
地
方
支
局
を
含
む
。）�

１
月
24日

　
　
仙
台
北
県
税
事
務
所
（
選
挙
管
理
委
員
会
仙
台
北
地
方
支
局
を
含
む
。）�

１
月
22日

　
　
北
部
県
税
事
務
所
（
選
挙
管
理
委
員
会
北
部
地
方
支
局
を
含
む
。）�

１
月
14日

　
　
北
部
県
税
事
務
所
栗
原
地
域
事
務
所
�

１
月
14日

〇
環
境
生
活
部

　
地
方
機
関

　
　
保
健
環
境
セ
ン
タ
ー
�

１
月
９
日

〇
保
健
福
祉
部

　
地
方
機
関

　
　
仙
南
保
健
福
祉
事
務
所
�

３
月
11日

　
　
高
等
看
護
学
校
�

２
月
17日

　
　
北
部
児
童
相
談
所
�

３
月
９
日

　
　
東
部
児
童
相
談
所
�

１
月
17日

　
　
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
支
援
セ
ン
タ
ー
�

１
月
14日

〇
経
済
商
工
観
光
部

　
地
方
機
関

　
　
大
河
原
地
方
振
興
事
務
所
�

３
月
17日

　
　
仙
台
地
方
振
興
事
務
所
�

２
月
４
日

　
　
東
部
地
方
振
興
事
務
所
�

１
月
23日

　
　
気
仙
沼
地
方
振
興
事
務
所
�

１
月
29日

　
　
計
量
検
定
所
�

２
月
17日

　
　
白
石
高
等
技
術
専
門
校
�

３
月
17日

　
　
仙
台
高
等
技
術
専
門
校
�

３
月
12日

　
　
大
崎
高
等
技
術
専
門
校
�

３
月
11日

　
　
宮
城
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校
�

３
月
11日

　
　
松
島
公
園
管
理
事
務
所
�

２
月
25日

〇
農
政
部

　
地
方
機
関

　
　
病
害
虫
防
除
所
�

２
月
21日

　
　
王
城
寺
原
補
償
工
事
事
務
所
�

３
月
６
日

〇
土
木
部

　
地
方
機
関

　
　
大
河
原
土
木
事
務
所
�

２
月
３
日
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仙
台
土
木
事
務
所
�

３
月
18日

　
　
東
部
土
木
事
務
所
�

３
月
９
日

　
　
気
仙
沼
土
木
事
務
所
�

１
月
29日

　
　
仙
台
塩
釜
港
湾
事
務
所
�

２
月
５
日

　
　
石
巻
港
湾
事
務
所
�

３
月
11日

　
　
仙
台
地
方
ダ
ム
総
合
事
務
所
�

３
月
11日

　
　
栗
原
地
方
ダ
ム
総
合
事
務
所
�

３
月
６
日

〇
教
育
庁

　
本
庁

　
　
福
利
課
�

２
月
20日

　
地
方
機
関

　
　
大
河
原
教
育
事
務
所
�

１
月
17日

　
　
仙
台
教
育
事
務
所
�

３
月
17日

　
　
北
部
教
育
事
務
所
�

３
月
９
日

　
　
東
部
教
育
事
務
所
�

３
月
９
日

　
　
気
仙
沼
教
育
事
務
所
�

２
月
17日

　
　
図
書
館
�

２
月
12日

　
　
美
術
館
�

３
月
９
日

　
　
松
島
自
然
の
家
�

３
月
９
日

　
　
蔵
王
自
然
の
家
�

３
月
11日

　
　
志
津
川
自
然
の
家
�

３
月
９
日

　
　
仙
台
第
一
高
等
学
校
�

２
月
10日

　
　
仙
台
第
二
高
等
学
校
�

２
月
７
日

　
　
仙
台
第
三
高
等
学
校
�

２
月
18日

　
　
白
石
高
等
学
校
�

３
月
11日

　
　
角
田
高
等
学
校
�

２
月
21日

　
　
気
仙
沼
高
等
学
校
�

２
月
５
日

　
　
宮
城
第
一
高
等
学
校
�

３
月
11日

　
　
仙
台
三
桜
高
等
学
校
�

１
月
31日

　
　
名
取
高
等
学
校
�

２
月
10日

　
　
涌
谷
高
等
学
校
�

１
月
14日

　
　
佐
沼
高
等
学
校
�

２
月
７
日

　
　
泉
高
等
学
校
�

３
月
２
日

　
　
仙
台
南
高
等
学
校
�

３
月
18日

　
　
泉
松
陵
高
等
学
校
�

２
月
14日

　
　
仙
台
西
高
等
学
校
�

３
月
17日

　
　
泉
館
山
高
等
学
校
�

２
月
14日

　
　
利
府
高
等
学
校
�

２
月
17日

　
　
石
巻
西
高
等
学
校
�

１
月
23日

　
　
仙
台
東
高
等
学
校
�

１
月
31日

　
　
富
谷
高
等
学
校
�

２
月
17日

　
　
登
米
総
合
産
業
高
等
学
校
�

２
月
７
日

　
　
東
松
島
高
等
学
校
�

３
月
11日

　
　
農
業
高
等
学
校
�

２
月
28日

　
　
黒
川
高
等
学
校
�

３
月
９
日

　
　
伊
具
高
等
学
校
�

２
月
５
日

　
　
加
美
農
業
高
等
学
校
�

２
月
３
日

　
　
水
産
高
等
学
校
�

２
月
28日

　
　
気
仙
沼
向
洋
高
等
学
校
�

３
月
12日

　
　
工
業
高
等
学
校
�

３
月
18日

　
　
石
巻
工
業
高
等
学
校
�

１
月
29日

　
　
大
河
原
商
業
高
等
学
校
�

２
月
４
日

　
　
第
二
工
業
高
等
学
校
�

３
月
11日

　
　
支
援
学
校
岩
沼
高
等
学
園
�

３
月
11日

　
　
小
松
島
支
援
学
校
�

１
月
24日

〇
警
察
本
部

　
本
庁

　
　
警
察
本
部
�

３
月
10日

　
地
方
機
関

　
　
仙
台
中
央
警
察
署
�

２
月
５
日

　
　
仙
台
南
警
察
署
�

３
月
18日

　
　
仙
台
北
警
察
署
�

１
月
22日



第91号　令和２年３月31日　火曜日 （16）宮　　城　　県　　公　　報
　
　
泉
警
察
署
�

３
月
11日

　
　
塩
釜
警
察
署
�

３
月
11日

　
　
岩
沼
警
察
署
�

２
月
17日

　
　
気
仙
沼
警
察
署
�

３
月
６
日

　
　
登
米
警
察
署
�

３
月
11日

　
　
河
北
警
察
署
�

２
月
３
日

　
　
南
三
陸
警
察
署
�

２
月
17日

　
　
古
川
警
察
署
�

２
月
17日

　
　
遠
田
警
察
署
�

３
月
11日

　
　
若
柳
警
察
署
�

２
月
４
日

　
　
築
館
警
察
署
�

３
月
３
日

　
　
鳴
子
警
察
署
�

３
月
17日

　
　
加
美
警
察
署
�

２
月
３
日

　
　
大
河
原
警
察
署
�

２
月
17日

　
　
白
石
警
察
署
�

３
月
17日

２
　
監
査
結
果

　
�　
平
成
30年
度
の
財
務
に
関
す
る
事
務
の
執
行
の
事
実
が
地
方
自
治
法
第
２
条
第
14項
及
び
第
15項
の
規
定
の
趣
旨

に
沿
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
か
に
つ
い
て
，
特
に
意
を
用
い
て
行
い
ま
し
た
。

　
�　
そ
の
結
果
，
公
表
す
べ
き
指
摘
事
項
は
次
の
と
お
り
で
あ
り
，
そ
の
他
の
軽
易
な
事
項
に
つ
い
て
は
関
係
機
関
に

注
意
を
し
ま
し
た
。

　
　
な
お
，
宮
城
県
警
察
本
部
の
監
査
に
つ
い
て
は
，
犯
罪
捜
査
報
償
費
の
執
行
状
況
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
⑴
　
仙
台
中
央
県
税
事
務
所

　
　
�　
県
税
に
お
い
て
，
収
入
未
済
を
解
消
す
る
努
力
は
見
ら
れ
る
が
，
な
お
収
入
未
済
が
あ
っ
た
の
で
，
更
に
適
切

な
徴
収
対
策
を
講
じ
，
税
収
の
確
保
に
努
め
ら
れ
た
い
。

　
　
（
内
容
）

　
　
　
・
平
成
30年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
現
年
度
分
�

466,898,595円

　
　
　
　
　
過
年
度
分
�

729,840,562円

　
　
　
　
　
合
　
　
計
�

1,196,739,157円

　
　
　
・
平
成
29年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
現
年
度
分
�

657,736,383円

　
　
　
　
　
過
年
度
分
�

914,685,865円

　
　
　
　
　
合
　
　
計
�

1,572,422,248円

　
⑵
　
仙
台
北
県
税
事
務
所

　
　
�　
県
税
に
お
い
て
，
収
入
未
済
が
あ
っ
た
の
で
，
更
に
適
切
な
徴
収
対
策
を
講
じ
，
税
収
の
確
保
に
努
め
ら
れ
た

い
。

　
　
（
内
容
）

　
　
　
・
平
成
30年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
現
年
度
分
�

138,255,982円

　
　
　
　
　
過
年
度
分
�

141,495,278円

　
　
　
　
　
合
　
　
計
�

279,751,260円

　
　
　
・
平
成
29年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
現
年
度
分
�

125,891,267円

　
　
　
　
　
過
年
度
分
�

141,197,741円

　
　
　
　
　
合
　
　
計
�

267,089,008円

　
⑶
　
北
部
県
税
事
務
所

　
　
�　
県
税
に
お
い
て
，
収
入
未
済
を
解
消
す
る
努
力
は
見
ら
れ
る
が
，
な
お
収
入
未
済
が
あ
っ
た
の
で
，
更
に
適
切

な
徴
収
対
策
を
講
じ
，
税
収
の
確
保
に
努
め
ら
れ
た
い
。

　
　
（
内
容
）

　
　
　
・
平
成
30年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
現
年
度
分
�

108,554,225円

　
　
　
　
　
過
年
度
分
�

169,524,191円

　
　
　
　
　
合
　
　
計
�

278,078,416円

　
　
　
・
平
成
29年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
現
年
度
分
�

96,302,860円

　
　
　
　
　
過
年
度
分
�

197,283,670円

　
　
　
　
　
合
　
　
計
�

293,586,530円

　
⑷
　
北
部
県
税
事
務
所
栗
原
地
域
事
務
所

　
　
�　
県
税
に
お
い
て
，
収
入
未
済
を
解
消
す
る
努
力
は
見
ら
れ
る
が
，
な
お
収
入
未
済
が
あ
っ
た
の
で
，
更
に
適
切

な
徴
収
対
策
を
講
じ
，
税
収
の
確
保
に
努
め
ら
れ
た
い
。

　
　
（
内
容
）

　
　
　
・
平
成
30年
度
収
入
未
済
額
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現
年
度
分
�

21,041,834円

　
　
　
　
　
過
年
度
分
�

56,680,268円

　
　
　
　
　
合
　
　
計
�

77,722,102円

　
　
　
・
平
成
29年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
現
年
度
分
�

24,685,047円

　
　
　
　
　
過
年
度
分
�

57,053,678円

　
　
　
　
　
合
　
　
計
�

81,738,725円

　
⑸
　
仙
南
保
健
福
祉
事
務
所

　
　
�　
生
活
保
護
扶
助
費
返
還
金
に
お
い
て
，
収
入
未
済
が
あ
っ
た
の
で
，
収
納
促
進
と
適
切
な
債
権
管
理
を
図
ら
れ

た
い
。

　
　
（
内
容
）

　
　
　
・
平
成
30年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
現
年
度
分
�

5,365,647円

　
　
　
　
　
過
年
度
分
�

29,189,226円

　
　
　
　
　
合
　
　
計
�

34,554,873円

　
　
　
・
平
成
29年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
現
年
度
分
�

8,725,211円

　
　
　
　
　
過
年
度
分
�

27,906,060円

　
　
　
　
　
合
　
　
計
�

36,631,271円

　
⑹
　
仙
台
塩
釜
港
湾
事
務
所

　
　
�　
県
の
道
路
管
理
の
瑕
疵
に
よ
る
示
談
交
渉
に
お
い
て
，
不
適
切
な
対
応
が
認
め
ら
れ
た
の
で
，
今
後
再
発
し
な

い
よ
う
に
対
策
を
講
じ
ら
れ
た
い
。

　
　
（
内
容
）

　
　
　
�　
県
の
道
路
管
理
の
瑕
疵
に
よ
る
車
両
損
傷
事
故
の
示
談
交
渉
に
お
い
て
，
示
談
が
成
立
し
て
い
な
い
中
で
，

相
手
方
の
求
め
に
応
じ
レ
ン
タ
カ
ー
代
金
を
補
償
す
る
約
束
を
行
い
レ
ン
タ
カ
ー
を
手
配
す
る
と
と
も
に
，
レ

ン
タ
カ
ー
代
金
を
当
該
事
故
と
は
無
関
係
の
工
務
店
に
立
て
替
え
さ
せ
る
な
ど
し
た
も
の
。

　
⑺
　
福
利
課

　
　
�　
退
職
手
当
に
お
い
て
，
長
期
に
わ
た
る
支
給
額
の
誤
り
が
認
め
ら
れ
た
の
で
，
今
後
再
発
し
な
い
よ
う
に
対
策

を
講
じ
ら
れ
た
い
。

　
　
（
内
容
）

　
　
　
�　
平
成
19年
４
月
１
日
施
行
の
条
例
に
よ
り
退
職
手
当
の
算
定
方
法
が
変
更
と
な
っ
て
い
た
が
，
解
釈
を
誤

り
，
平
成
19年
度
以
降
の
支
給
額
が
誤
っ
て
い
た
も
の
。

　
　
　
・
対
象
人
数
　
延
べ
1,090人

　
　
　
・
金
額
　
　
　
500,438,617円

　
⑻
　
福
利
課

　
　
�　
退
職
手
当
の
支
給
決
定
に
お
い
て
，
執
行
権
限
を
越
え
た
も
の
の
執
行
が
認
め
ら
れ
た
の
で
，
今
後
再
発
し
な

い
よ
う
に
対
策
を
講
じ
ら
れ
た
い
。

　
　
（
内
容
）

　
　
　
�　
教
育
委
員
会
に
お
け
る
退
職
手
当
の
支
給
決
定
に
つ
い
て
，
決
裁
権
限
は
教
育
長
に
属
す
る
も
の
で
あ
っ
た

が
，
少
な
く
と
も
平
成
元
年
度
以
降
福
利
課
長
の
決
裁
に
よ
り
支
給
決
定
を
行
っ
て
い
た
も
の
。

　
⑼
　
東
部
教
育
事
務
所

　
　
�　
報
酬
及
び
旅
費
に
お
い
て
，
不
適
切
な
取
扱
い
が
認
め
ら
れ
た
の
で
，
速
や
か
に
改
善
を
図
り
，
今
後
再
発
し

な
い
よ
う
に
対
策
を
講
じ
ら
れ
た
い
。

　
　
（
内
容
）

　
　
　
�　
初
任
研
教
科
指
導
教
員
の
報
酬
及
び
旅
費
に
つ
い
て
，
本
来
勤
務
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
い
日
に
勤
務
さ
せ

た
上
，
実
際
は
勤
務
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
，
支
給
済
み
の
報
酬
等
を
返
納
さ
せ
，
未
払
と
な
っ
て
い
る

も
の
。

　
　
　
・
件
数
　
　
２
件

　
　
　
・
未
払
額
　
34,085円

　
⑽
　
石
巻
工
業
高
等
学
校

　
　
�　
著
し
く
事
務
の
適
正
さ
を
欠
き
，
速
や
か
に
改
善
を
要
す
る
も
の
が
認
め
ら
れ
た
の
で
，
適
正
な
対
策
を
講
じ

ら
れ
た
い
。

　
　
（
内
容
）

　
　
　
１
�　
団
体
が
休
眠
状
態
に
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
学
校
側
の
判
断
で
，
同
団
体
へ
の
入
会
金
を
長
年
に
わ
た
り

生
徒
の
保
護
者
か
ら
徴
収
し
，
学
校
側
で
管
理
す
る
な
ど
し
て
い
た
も
の
。

　
　
　
　
・
団
体
名
　
　
　
　
　
　
宮
城
県
石
巻
工
業
高
等
学
校
後
援
三
八
会

　
　
　
　
・
平
成
30年
度
末
残
金
　
2,017,200円

　
　
　
２
�　
補
助
金
等
の
一
時
預
り
口
座
の
残
高
が
出
所
不
明
金
で
あ
る
と
し
て
，
学
校
の
備
品
等
の
購
入
に
充
て
て

い
た
も
の
。

　
　
　
　
・
出
所
不
明
金
と
し
た
金
額
　
274,049円

　
　
　
　
・
購
入
備
品
等
　
　
　
　
　
　
耐
火
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
　
ほ
か

　
　
　
３
�　
団
体
か
ら
寄
附
を
受
け
た
県
の
夜
間
照
明
設
備
の
電
気
料
金
を
寄
附
受
納
手
続
等
を
行
わ
ず
に
当
該
団
体
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に
負
担
さ
せ
て
い
た
も
の
。

　
　
　
　
・
設
備
名
称
　
　
　
野
球
場
夜
間
照
明
設
備

　
　
　
　
・
年
間
電
気
料
金
　
384,524円

（
平
成
30年
度
）

　
⑾
　
大
河
原
警
察
署

　
　
�　
庁
舎
管
理
に
お
い
て
，
関
係
法
令
に
準
拠
し
て
い
な
い
も
の
が
認
め
ら
れ
た
の
で
，
今
後
再
発
し
な
い
よ
う
に

対
策
を
講
じ
ら
れ
た
い
。

　
　
（
内
容
）

　
　
　
�　
消
防
法
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
消
防
設
備
点
検
結
果
報
告
の
所
轄
消
防
署
へ
の
報
告
が
な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た

も
の
。

　
　
　
・
消
防
法
第
17条
の
３
の
３

〇
宮
城
県
監
査
委
員
告
示
第
８
号

　
地
方
自
治
法
（
昭
和
22年

法
律
第
67号
）
第
199条

第
７
項
の
規
定
に
よ
り
実
施
し
た
財
政
的
援
助
団
体
等
の
監
査

の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
　
令
和
２
年
３
月
31日

�
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
本
　
　
木
　
　
忠
　
　
一
　
　
　

�
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
太
　
　
田
　
　
稔
　
　
郎
　
　
　

�
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
石
　
　
森
　
　
建
　
　
二
　
　
　

�
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
成
　
　
田
　
　
由
 加
 里
　
　
　

１
　
監
査
実
施
団
体
及
び
監
査
実
施
年
月
日
並
び
に
事
業
概
要
等
　

　
　
下
記
２
の
と
お
り
。

２
　
監
査
結
果

　
�　
平
成
30年
度
の
出
納
そ
の
他
の
事
務
の
執
行
に
つ
い
て
実
施
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
，
公
表
す
べ
き
指
摘
事
項
が

あ
っ
た
場
合
に
は
，「
監
査
の
結
果
等
」
の
欄
に
記
載
し
ま
し
た
。
ま
た
，
そ
の
他
の
軽
易
な
事
項
に
つ
い
て
は
各

団
体
に
注
意
を
し
ま
し
た
。

団
　
体
　
名

実
施
年
月
日

監
　
査
　
の
　
結
　
果
　
等

公
益
財
団
法
人

宮
城
県
文
化
振
興
財
団
２
．
１
．
15
１
　
団
体
の
事
業
概
要

　
�　
文
化
活
動
の
一
層
の
活
性
化
を
図
る
た
め
，
文
化
芸
術
活
動
の

振
興
及
び
支
援
等
を
行
う
ほ
か
，
宮
城
県
民
会
館
の
指
定
管
理
業

務
を
行
っ
て
い
る
。

２
　
県
の
財
政
的
援
助
等
の
内
容

　
〔
出
資
金
〕

　
　
1,155,000,000円

（
出
資
割
合
99.7％

）
　
〔
補
助
金
〕

　
　
宮
城
県
文
化
芸
術
の
力
に
よ
る
心
の
復
興
支
援
助
成
金

�
3,996,000円

　
〔
公
の
施
設
の
管
理
〕

　
　
宮
城
県
民
会
館
�

124,000,000円
　
　
（
宮
城
県
民
会
館
管
理
運
営
共
同
企
業
体
の
一
員
）

３
　
監
査
の
結
果

　
�　
県
の
援
助
等
の
趣
旨
に
沿
っ
て
執
行
さ
れ
て
お
り
，
公
表
す
べ

き
指
摘
事
項
は
な
か
っ
た
。

公
益
財
団
法
人

慶
長
遣
欧
使
節
船
協
会
元
．
10．
31
１
　
団
体
の
事
業
概
要

　
�　
地
域
の
振
興
と
青
少
年
の
健
全
育
成
を
図
る
た
め
，
大
航
海
時

代
の
歴
史
的
事
績
及
び
船
舶
・
海
洋
に
関
す
る
学
習
・
体
験
の
場

の
提
供
事
業
等
を
行
う
ほ
か
，
宮
城
県
慶
長
使
節
船
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
の
指
定
管
理
業
務
を
行
っ
て
い
る
。

２
　
県
の
財
政
的
援
助
等
の
内
容

　
〔
出
資
金
〕

　
　
500,000,000円

（
出
資
割
合
50.0％

）
　
〔
公
の
施
設
の
管
理
〕

　
　
宮
城
県
慶
長
使
節
船
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
�

132,632,000円
３
　
監
査
の
結
果

　
�　
県
の
援
助
等
の
趣
旨
に
沿
っ
て
執
行
さ
れ
て
お
り
，
公
表
す
べ

き
指
摘
事
項
は
な
か
っ
た
。

公
益
財
団
法
人

宮
城
県
環
境
事
業
公
社
元
．
11．
６
１
　
団
体
の
事
業
概
要

　
�　
県
内
よ
り
排
出
さ
れ
る
産
業
廃
棄
物
埋
立
処
分
の
実
施
，
処
分

場
の
維
持
管
理
及
び
循
環
型
社
会
形
成
事
業
等
を
行
っ
て
い
る
。

２
　
県
の
財
政
的
援
助
等
の
内
容

　
〔
出
資
金
〕

　
　
50,000,000円

（
出
資
割
合
33.3％

）
３
　
監
査
の
結
果

　
�　
県
の
援
助
等
の
趣
旨
に
沿
っ
て
執
行
さ
れ
て
お
り
，
公
表
す
べ

き
指
摘
事
項
は
な
か
っ
た
。

地
方
独
立
行
政
法
人

宮
城
県
立
こ
ど
も
病
院
元
．
12．
24
１
　
団
体
の
事
業
概
要

　
�　
「
宮
城
県
小
児
総
合
医
療
整
備
基
本
計
画
」
に
基
づ
き
，
妊
娠
，

出
生
か
ら
思
春
期
，
成
人
に
至
る
子
ど
も
の
全
て
の
成
長
過
程
に

お
い
て
，
高
度
で
専
門
的
な
医
療
の
提
供
を
行
っ
て
い
る
。

２
　
県
の
財
政
的
援
助
等
の
内
容

　
〔
出
資
金
〕
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1,455,166,843円

（
出
資
割
合
100.0％

）
　
〔
補
助
金
〕

　
　
周
産
期
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー
運
営
事
業
補
助
金
等

�
46,507,000円

　
〔
負
担
金
〕

　
　
運
営
費
負
担
金
�

2,860,923,000円
　
〔
貸
付
金
〕

　
　
長
期
貸
付
金
に
係
る
平
成
30年
度
末
残
高
�
7,389,269,167円

３
　
監
査
の
結
果

　
�　
期
末
に
お
い
て
，
欠
損
金
が
認
め
ら
れ
た
の
で
，
引
き
続
き
運

営
改
善
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

一
般
社
団
法
人

東
北
地
域
医
療
支
援
機

構

元
．
11．
12
１
　
団
体
の
事
業
概
要

　
�　
東
北
医
科
薬
科
大
学
に
お
け
る
資
金
循
環
型
の
修
学
資
金
制
度

へ
の
助
成
を
通
じ
て
，
学
生
を
経
済
的
に
支
援
す
る
こ
と
に
よ

り
，地
域
医
療
を
支
え
る
医
師
を
育
成
す
る
事
業
を
行
っ
て
い
る
。

２
　
県
の
財
政
的
援
助
等
の
内
容

　
〔
出
資
金
〕

　
　
6,000,000,000円

（
出
資
割
合
96.0％

）
　
〔
負
担
金
〕

　
　
基
本
会
費
負
担
金
�

120,000円
３
　
監
査
の
結
果

　
�　
県
の
援
助
等
の
趣
旨
に
沿
っ
て
執
行
さ
れ
て
お
り
，
公
表
す
べ

き
指
摘
事
項
は
な
か
っ
た
。

株
式
会
社

仙
台
港
貿
易
促
進
セ
ン

タ
ー

元
．
11．
12
１
　
団
体
の
事
業
概
要

　
�　
貿
易
促
進
に
よ
る
地
域
経
済
の
活
性
化
等
の
た
め
，
仙
台
国
際

貿
易
港
物
流
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
賃
貸
事
業
及
び
社
有
地
の
貸
付
事
業

を
行
っ
て
い
る
。

２
　
県
の
財
政
的
援
助
等
の
内
容

　
〔
出
資
金
〕

　
　
710,000,000円

（
出
資
割
合
32.5％

）
３
　
監
査
の
結
果

　
�　
期
末
に
お
い
て
，
欠
損
金
が
認
め
ら
れ
た
の
で
，
引
き
続
き
経

営
改
善
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

公
益
社
団
法
人

み
や
ぎ
農
業
振
興
公
社
２
．
１
．
16
１
　
団
体
の
事
業
概
要

　
�　
地
域
農
業
の
振
興
を
図
る
た
め
，
農
地
保
有
合
理
化
，
農
畜
産

業
の
基
盤
整
備
及
び
生
産
支
援
，
優
良
種
子
・
種
苗
の
生
産
・
供

給
，
担
い
手
育
成
・
確
保
等
の
事
業
を
行
う
ほ
か
，
宮
城
県
岩
出

山
牧
場
の
指
定
管
理
業
務
を
行
っ
て
い
る
。

２
　
県
の
財
政
的
援
助
等
の
内
容

　
〔
出
資
金
〕

　
　
1,722,600,000円

（
出
資
割
合
61.0％

）
　
〔
補
助
金
〕

　
　
農
地
集
積
・
集
約
化
対
策
事
業
費
補
助
金
等
�
208,144,745円

　
〔
交
付
金
〕

　
　
元
気
の
で
る
み
や
ぎ
の
担
い
手
育
成
・
確
保
推
進
交
付
金

�
12,159,000円

　
〔
貸
付
金
〕

　
　
長
期
貸
付
金
に
係
る
平
成
30年
度
末
残
高
�

129,829,520円
　
〔
損
失
補
償
〕

　
　
損
失
補
償
契
約
に
係
る
平
成
30年
度
末
借
入
金
残
高

�
108,444,000円

　
〔
公
の
施
設
の
管
理
〕

　
　
宮
城
県
岩
出
山
牧
場
�

76,197,000円
３
　
監
査
の
結
果

　
�　
県
の
援
助
等
の
趣
旨
に
沿
っ
て
執
行
さ
れ
て
お
り
，
公
表
す
べ

き
指
摘
事
項
は
な
か
っ
た
。

一
般
社
団
法
人

宮
城
県
林
業
公
社

元
．
12．
19
１
　
団
体
の
事
業
概
要

　
�　
県
土
の
保
全
，
森
林
資
源
の
造
成
，
水
資
源
の
か
ん
養
及
び
自

然
環
境
の
保
全
を
図
る
た
め
，
造
林
及
び
育
林
等
の
緑
化
に
関
す

る
事
業
を
行
っ
て
い
る
。

２
　
県
の
財
政
的
援
助
等
の
内
容

　
〔
出
資
金
〕

　
　
100,000,000円

（
出
資
割
合
86.9％

）
　
〔
補
助
金
〕

　
　
森
林
育
成
事
業
補
助
金
等
�

233,089,337円
　
〔
貸
付
金
〕

　
　
長
期
貸
付
金
に
係
る
平
成
30年
度
末
残
高
�

957,567,305円
３
　
監
査
の
結
果

　
�　
県
の
援
助
等
の
趣
旨
に
沿
っ
て
執
行
さ
れ
て
お
り
，
公
表
す
べ

き
指
摘
事
項
は
な
か
っ
た
。

宮
城
県
道
路
公
社

元
．
12．
24
１
　
団
体
の
事
業
概
要

　
�　
地
方
的
な
幹
線
道
路
の
整
備
を
促
進
し
交
通
の
円
滑
化
を
図
る

た
め
，
道
路
の
新
設
，
改
築
，
維
持
，
修
繕
の
事
業
等
を
行
っ
て

い
る
。

２
　
県
の
財
政
的
援
助
等
の
内
容

　
〔
出
資
金
〕

　
　
9,765,000,000円

（
出
資
割
合
100.0％

）
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〔
負
担
金
〕

　
　
地
方
公
共
団
体
関
係
団
体
共
済
組
合
県
負
担
金
�
4,165,614円

　
〔
債
務
保
証
〕

　
　
債
務
保
証
契
約
に
係
る
平
成
30年
度
末
借
入
金
残
高

�
8,711,000,000円

３
　
監
査
の
結
果

　
�　
県
の
援
助
等
の
趣
旨
に
沿
っ
て
執
行
さ
れ
て
お
り
，
公
表
す
べ

き
指
摘
事
項
は
な
か
っ
た
。

宮
城
県
住
宅
供
給
公
社
元
．
12．
19
１
　
団
体
の
事
業
概
要

　
�　
住
民
の
生
活
の
安
定
を
図
る
た
め
，
居
住
環
境
の
良
好
な
集
合

住
宅
の
供
給
，
宅
地
の
分
譲
事
業
及
び
公
営
住
宅
の
管
理
事
業
等

を
行
う
ほ
か
，
改
良
県
営
住
宅
及
び
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
の
指
定

管
理
業
務
を
行
っ
て
い
る
。

２
　
県
の
財
政
的
援
助
等
の
内
容

　
〔
出
資
金
〕

　
　
20,500,000円

（
出
資
割
合
93.8％

）
　
〔
負
担
金
〕

　
　
地
方
公
共
団
体
関
係
団
体
共
済
組
合
県
負
担
金
等

�
40,464,884円

　
〔
貸
付
金
〕

　
　
長
期
貸
付
金
に
係
る
平
成
30年
度
末
残
高
�

638,775,000円
　
〔
公
の
施
設
の
管
理
〕

　
　
改
良
県
営
住
宅
及
び
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
�

32,801,000円
３
　
監
査
の
結
果

　
�　
立
替
金
に
お
い
て
，
精
算
が
遅
延
し
て
い
る
も
の
が
認
め
ら
れ

た
の
で
，
引
き
続
き
改
善
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

公
益
財
団
法
人

宮
城
県
ス
ポ
ー
ツ
協
会
２
．
１
．
15
１
　
団
体
の
事
業
概
要

　
�　
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
と
競
技
ス
ポ
ー
ツ
の
向
上
を
図
る
た

め
，
各
種
振
興
事
業
や
啓
蒙
普
及
事
業
を
行
う
ほ
か
，
宮
城
県
総

合
運
動
公
園
等
の
指
定
管
理
業
務
を
行
っ
て
い
る
。

２
　
県
の
財
政
的
援
助
等
の
内
容

　
〔
出
資
金
〕

　
　
325,000,000円

（
出
資
割
合
51.0％

）
　
〔
補
助
金
〕

　
　
公
益
財
団
法
人
宮
城
県
ス
ポ
ー
ツ
協
会
活
動
費
補
助
金
等

�
231,916,344円

　
〔
公
の
施
設
の
管
理
〕

　
　
宮
城
県
総
合
運
動
公
園
�

556,000,000円
　
　
宮
城
県
第
二
総
合
運
動
場
�

56,600,000円

　
　
　
（
２
施
設
と
も
共
同
企
業
体
の
一
員
）

３
　
監
査
の
結
果

　
�　
県
の
援
助
等
の
趣
旨
に
沿
っ
て
執
行
さ
れ
て
お
り
，
公
表
す
べ

き
指
摘
事
項
は
な
か
っ
た
。

石
巻
赤
十
字
病
院

元
．
10．
25
１
　
団
体
の
事
業
概
要

　
�　
医
療
法
に
定
め
ら
れ
た
公
的
医
療
機
関
で
あ
り
宮
城
県
北
東
部

の
中
核
病
院
と
し
て
，
救
急
医
療
，
重
症
治
療
，
災
害
医
療
等
の

高
度
で
専
門
的
な
医
療
の
提
供
を
行
っ
て
い
る
。

２
　
県
の
財
政
的
援
助
等
の
内
容

　
〔
補
助
金
〕

　
　
地
域
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
運
営
費
補
助
金
等
�
155,461,276円

　
〔
利
子
補
給
〕

　
　
地
域
の
中
核
的
な
病
院
整
備
推
進
事
業
�

70,000,000円
３
　
監
査
の
結
果

　
�　
県
の
援
助
等
の
趣
旨
に
沿
っ
て
執
行
さ
れ
て
お
り
，
公
表
す
べ

き
指
摘
事
項
は
な
か
っ
た
。

公
益
社
団
法
人

宮
城
県
観
光
連
盟

元
．
10．
30
１
　
団
体
の
事
業
概
要

　
�　
地
方
文
化
産
業
と
地
域
社
会
の
健
全
な
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
，
宮
城
県
内
の
観
光
振
興
に
関
す
る
事
業
を
行
っ

て
い
る
。

２
　
県
の
財
政
的
援
助
等
の
内
容

　
〔
補
助
金
〕

　
　
仙
台
・
松
島
復
興
観
光
拠
点
都
市
圏
事
業
費
補
助
金
等

�
10,480,000円

　
〔
負
担
金
〕

　
　
公
益
社
団
法
人
宮
城
県
観
光
連
盟
事
業
費
負
担
金
等

�
26,201,000円

３
　
監
査
の
結
果

　
�　
県
の
援
助
等
の
趣
旨
に
沿
っ
て
執
行
さ
れ
て
お
り
，
公
表
す
べ

き
指
摘
事
項
は
な
か
っ
た
。

宮
城
県
土
地
改
良
事
業

団
体
連
合
会

元
．
10．
９
１
　
団
体
の
事
業
概
要

　
�　
土
地
改
良
事
業
の
適
切
か
つ
効
率
的
な
運
営
を
確
保
す
る
た

め
，
土
地
改
良
事
業
に
関
す
る
調
査
設
計
，
研
究
及
び
技
術
指
導

等
を
行
っ
て
い
る
。

２
　
県
の
財
政
的
援
助
等
の
内
容

　
〔
補
助
金
〕

　
　
土
地
改
良
施
設
維
持
管
理
適
正
化
事
業
補
助
金
等

�
110,587,814円
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〔
損
失
補
償
〕

　
　
国
営
土
地
改
良
事
業
負
担
金
償
還
対
策
事
業
�
62,293,798円

３
　
監
査
の
結
果

　
�　
県
の
援
助
等
の
趣
旨
に
沿
っ
て
執
行
さ
れ
て
お
り
，
公
表
す
べ

き
指
摘
事
項
は
な
か
っ
た
。

特
定
非
営
利
活
動
法
人

宮
城
県
森
林
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
協
会

元
．
12．
18
１
　
団
体
の
事
業
概
要

　
�　
一
般
県
民
等
に
対
し
て
森
林
・
林
業
の
普
及
啓
発
及
び
調
査
研

究
に
関
す
る
事
業
等
を
行
っ
て
お
り
，
宮
城
県
県
民
の
森
，
宮
城

県
蔵
王
野
鳥
の
森
自
然
観
察
セ
ン
タ
ー
，
宮
城
県
こ
も
れ
び
の
森

の
指
定
管
理
業
務
を
行
っ
て
い
る
。

２
　
県
の
財
政
的
援
助
等
の
内
容

　
〔
公
の
施
設
の
管
理
〕

　
　
宮
城
県
県
民
の
森
�

32,194,000円
　
　
宮
城
県
蔵
王
野
鳥
の
森
自
然
観
察
セ
ン
タ
ー
�
23,704,000円

　
　
宮
城
県
こ
も
れ
び
の
森
�

7,987,000円
３
　
監
査
の
結
果

　
�　
県
の
援
助
等
の
趣
旨
に
沿
っ
て
執
行
さ
れ
て
お
り
，
公
表
す
べ

き
指
摘
事
項
は
な
か
っ
た
。

社
会
福
祉
法
人

宮
城
県
福
祉
事
業
協
会
２
．
１
．
21
１
　
団
体
の
事
業
概
要

　
�　
社
会
福
祉
法
に
基
づ
き
，
第
一
種
社
会
福
祉
事
業
（
母
子
生
活

支
援
施
設
等
）及
び
第
二
種
社
会
福
祉
事
業（
保
育
所
等
）を
行
っ

て
お
り
，
宮
城
県
さ
く
ら
ハ
イ
ツ
，
宮
城
県
コ
ス
モ
ス
ハ
ウ
ス
の

指
定
管
理
業
務
を
行
っ
て
い
る
。

２
　
県
の
財
政
的
援
助
等
の
内
容

　
〔
公
の
施
設
の
管
理
〕

　
　
宮
城
県
さ
く
ら
ハ
イ
ツ
�

61,430,000円
　
　
宮
城
県
コ
ス
モ
ス
ハ
ウ
ス
�

57,679,471円
３
　
監
査
の
結
果

　
�　
県
の
援
助
等
の
趣
旨
に
沿
っ
て
執
行
さ
れ
て
お
り
，
公
表
す
べ

き
指
摘
事
項
は
な
か
っ
た
。

公
益
財
団
法
人

宮
城
県
母
子
福
祉
連
合

会

２
．
１
．
９
１
　
団
体
の
事
業
概
要

　
�　
母
子
福
祉
団
体
の
育
成
指
導
，
母
子
家
庭
及
び
寡
婦
の
自
立
を

促
進
す
る
た
め
の
事
業
等
を
行
っ
て
お
り
，
宮
城
県
母
子
・
父
子

福
祉
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管
理
業
務
を
行
っ
て
い
る
。

２
　
県
の
財
政
的
援
助
等
の
内
容

　
〔
公
の
施
設
の
管
理
〕

　
　
宮
城
県
母
子
・
父
子
福
祉
セ
ン
タ
ー
�

17,930,000円
３
　
監
査
の
結
果

　
�　
県
の
援
助
等
の
趣
旨
に
沿
っ
て
執
行
さ
れ
て
お
り
，
公
表
す
べ

き
指
摘
事
項
は
な
か
っ
た
。

太
平
ビ
ル
サ
ー
ビ
ス
株

式
会
社

元
．
12．
12
１
　
団
体
の
事
業
概
要

　
�　
建
物
の
清
掃
及
び
管
理
業
務
等
を
行
っ
て
お
り
，
松
島
公
園

（
駐
車
場
）
の
指
定
管
理
業
務
を
行
っ
て
い
る
。

２
　
県
の
財
政
的
援
助
等
の
内
容

　
〔
公
の
施
設
の
管
理
〕

　
　
松
島
公
園
（
駐
車
場
）�

14,256,000円
３
　
監
査
の
結
果

　
�　
県
の
援
助
等
の
趣
旨
に
沿
っ
て
執
行
さ
れ
て
お
り
，
公
表
す
べ

き
指
摘
事
項
は
な
か
っ
た
。

宮
城
県
ボ
ー
ト
協
会

元
．
12．
10
１
　
団
体
の
事
業
概
要

　
�　
県
内
の
ボ
ー
ト
の
普
及
，
発
展
及
び
競
技
力
向
上
を
図
る
た
め

の
事
業
等
を
行
っ
て
お
り
，
宮
城
県
長
沼
ボ
ー
ト
場
の
指
定
管
理

業
務
を
行
っ
て
い
る
。

２
　
県
の
財
政
的
援
助
等
の
内
容

　
〔
公
の
施
設
の
管
理
〕

　
　
宮
城
県
長
沼
ボ
ー
ト
場
�

11,705,000円
３
　
監
査
の
結
果

　
�　
消
費
税
等
に
お
い
て
，
不
適
切
な
取
扱
い
が
認
め
ら
れ
た
の

で
，
改
善
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

公
益
財
団
法
人

仙
台
市
ス
ポ
ー
ツ
振
興

事
業
団

２
．
１
．
16
１
　
団
体
の
事
業
概
要

　
�　
各
種
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
普
及
振
興
事
業
等
を

行
っ
て
お
り
，
宮
城
県
宮
城
野
原
公
園
総
合
運
動
場
の
指
定
管
理

業
務
を
行
っ
て
い
る
。

２
　
県
の
財
政
的
援
助
等
の
内
容

　
〔
公
の
施
設
の
管
理
〕

　
　
宮
城
県
宮
城
野
原
公
園
総
合
運
動
場
�

14,100,000円
３
　
監
査
の
結
果

　
�　
県
の
援
助
等
の
趣
旨
に
沿
っ
て
執
行
さ
れ
て
お
り
，
公
表
す
べ

き
指
摘
事
項
は
な
か
っ
た
。

〇
宮
城
県
監
査
委
員
告
示
第
9
号

　
地
方
自
治
法
（
昭
和
22年

法
律
第
67号
）
第
252条

の
37第
１
項
の
規
定
に
よ
る
平
成
30年

度
の
包
括
外
部
監
査
の

結
果
に
つ
い
て
，
同
法
第
252条

の
38第
６
項
の
規
定
に
よ
り
，
宮
城
県
知
事
か
ら
措
置
を
講
じ
た
旨
の
通
知
が
あ
っ

た
の
で
，
次
の
と
お
り
公
表
す
る
。
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令
和
２
年
３
月
31日

�
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
本
　
　
木
　
　
忠
　
　
一
　
　
　

�
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
太
　
　
田
　
　
稔
　
　
郎
　
　
　

�
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
石
　
　
森
　
　
建
　
　
二
　
　
　

�
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
成
　
　
田
　
　
由
 加
 里
　
　
　

第
１
　
監
査
結
果
の
報
告

　
　
�　
平
成
30年
度
の
包
括
外
部
監
査
の
結
果
（
連
結
財
務
書
類
に
お
け
る
連
結
対
象
団
体
の
財
務
事
務
の
執
行
及
び

管
理
の
状
況
に
つ
い
て
）
に
つ
い
て
は
，
平
成
31年
３
月
27日
に
包
括
外
部
監
査
人
か
ら
報
告
が
あ
り
，
同
年
４

月
16日
付
け
で
公
表
し
た
。

第
２
　
措
置
を
講
じ
た
旨
の
通
知
の
あ
っ
た
日

　
　
　
令
和
２
年
２
月
28日

第
３
　
措
置
の
内
容

番号
項
　
　
目

監
査
の
結
果
及
び
意
見

（
Ｐ
は
平
成
30年
度
包
括
外
部
監
査
結

果
報
告
書
の
ペ
ー
ジ
）

措
置
の
内
容

１
Ⅲ
�．
監
査
の
対
象
の

概
要
及
び
監
査
結

果
１
�．
宮
城
県
道
路
公

社
１
�．
現
金
・
預
金
管

理
体
制
に
つ
い
て

【
意
見
】

　
出
納
担
当
者
（「
出
納
員
」
及
び
「
資

金
前
渡
職
員
」）
が
長
期
に
渡
り
同
一

に
な
ら
な
い
よ
う
，
定
期
的
な
配
置
転

換
制
度
の
導
入
等
を
検
討
す
る
こ
と
が

望
ま
し
い
。

（
Ｐ
15）

　
平
成
31年
４
月
１
日
に
出
納
員
及
び

資
金
前
渡
職
員
を
新
た
に
任
命
し
た
。

２
Ⅲ
�．
監
査
の
対
象
の

概
要
及
び
監
査
結

果
１
�．
宮
城
県
道
路
公

社
２
�．
工
事
着
手
状
況

の
確
認
手
続
に
つ

い
て

【
結
果
】

　
工
事
請
負
契
約
に
係
る
前
払
金
支
払

の
適
正
性
を
確
保
す
る
た
め
，
関
連
書

類
の
整
備
の
徹
底
及
び
，
必
要
に
応
じ

た
現
場
視
察
の
実
施
等
，
よ
り
実
効
力

の
あ
る
工
事
着
手
状
況
の
確
認
を
実
施

す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

（
Ｐ
16）

　
前
払
金
の
支
払
い
に
あ
た
っ
て
，

「
工
事
着
手
状
況
確
認
書
」
添
付
資
料

（
現
場
事
務
所
写
真
）
の
不
備
に
つ
い

て
指
摘
が
あ
っ
た
も
の
で
，
今
後
は
，

添
付
資
料
に
つ
い
て
監
督
職
員
２
名
が

確
実
に
確
認
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

３
Ⅲ
�．
監
査
の
対
象
の

概
要
及
び
監
査
結
　
出
納
担
当
者
と
会
計
記
録
担
当
者
を

分
離
し
，
出
納
の
事
実
を
確
認
で
き
る
　
住
宅
供
給
公
社
の
出
納
担
当
者
と
会

計
記
録
担
当
者
を
分
離
す
る
た
め
，
出

　
果
２
�．
宮
城
県
住
宅
供

給
公
社

１
�．
現
金
・
預
金
管

理
体
制
に
つ
い
て

【
意
見
】

証
憑
に
基
づ
い
て
，
出
納
担
当
者
以
外

の
者
が
記
録
・
検
証
す
る
体
制
を
構
築

す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

（
Ｐ
24）

納
担
当
者
は
経
営
企
画
部
長
，
会
計
記

録
担
当
業
務
は
経
理
担
当
職
員
を
配
置

し
た
。

４
Ⅲ
�．
監
査
の
対
象
の

概
要
及
び
監
査
結

果
２
�．
宮
城
県
住
宅
供

給
公
社

２
�．
固
定
資
産
の
取

得
に
つ
い
て

【
意
見
】

　
固
定
資
産
の
納
品
日
又
は
納
品
固
定

資
産
の
検
査
完
了
日
を
も
っ
て
固
定
資

産
取
得
の
仕
訳
を
計
上
（
及
び
未
払
金

の
計
上
）
し
，「
財
産
目
録
」
と
会
計

シ
ス
テ
ム
上
の
取
得
日
付
の
不
整
合
を

解
消
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

（
Ｐ
24）

　
平
成
31年
４
月
か
ら
，
固
定
資
産
納

品
時
に
，「
固
定
資
産
」及
び「
未
払
金
」

を
計
上
し
，
支
払
時
に
未
払
金
か
ら
出

金
す
る
事
と
し
た
。

５
Ⅲ
�．
監
査
の
対
象
の

概
要
及
び
監
査
結

果
２
�．
宮
城
県
住
宅
供

給
公
社

３
�．
入
札
談
合
の
防

止
に
つ
い
て

【
意
見
】

　
公
正
取
引
委
員
会
が
公
表
す
る
よ
う

な
入
札
談
合
が
あ
る
と
推
測
で
き
る

ケ
ー
ス
に
つ
い
て
は
，
入
札
辞
退
者
に

対
す
る
辞
退
理
由
や
入
札
価
格
の
妥
当

性
等
、
事
後
的
に
検
証
手
続
を
実
施
す

る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

（
Ｐ
25）

　
公
正
取
引
委
員
会
事
務
総
局
作
成
の

「
入
札
談
合
の
防
止
に
向
け
て
～
独
占

禁
止
法
と
入
札
談
合
等
関
与
行
為
防
止

法
～
（
平
成
29年
10月

版
）」
を
職
員

に
周
知
し
て
お
り
，
事
後
的
な
検
証
手

続
き
に
つ
い
て
は
，
内
部
規
定
の
「
談

合
情
報
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
」（
平
成
10

年
10月
１
日
施
行
）
に
よ
り
対
応
す
る

こ
と
と
し
た
。

６
Ⅲ
�．
監
査
の
対
象
の

概
要
及
び
監
査
結

果
３
�．
仙
台
臨
海
鉄
道

株
式
会
社

２
�．
契
約
締
結
の
方

法
に
つ
い
て

【
結
果
】

　
随
意
契
約
の
締
結
や
見
積
書
を
徴
し

な
い
こ
と
と
し
た
場
合
に
は
，
そ
の
内

容
及
び
妥
当
性
を
検
討
し
，
明
確
に
記

録
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

（
Ｐ
33）

　
監
査
以
降
に
随
意
契
約
を
実
施
し
，

か
つ
，
２
者
以
上
の
者
か
ら
見
積
を
徴

し
な
い
場
合
に
は
，
そ
の
妥
当
性
を
検

討
す
る
と
と
も
に
，
検
討
内
容
等
を
明

確
に
記
録
す
る
こ
と
と
し
た
。

７
Ⅲ
�．
監
査
の
対
象
の

概
要
及
び
監
査
結

果
３
�．
仙
台
臨
海
鉄
道

株
式
会
社

３
�．
固
定
資
産
の
取

　
適
正
な
固
定
資
産
の
取
得
に
関
す
る

ル
ー
ル
を
明
文
化
す
る
と
と
も
に
，
当

該
ル
ー
ル
に
従
い
会
計
処
理
を
実
施
す

る
必
要
が
あ
る
。

（
Ｐ
36）

　
固
定
資
産
の
取
得
に
つ
い
て
は
，
経

理
規
程
第
41条
（
固
定
資
産
の
取
得
及

び
処
分
）
に
定
め
る
ほ
か
，
収
入
支
出

等
事
務
規
程
第
３
条
（
事
業
年
度
所
属

区
分
）
に
「
資
産
及
び
負
債
の
増
減
異

動
は
，
そ
の
原
因
た
る
事
実
の
発
生
し
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得
に
つ
い
て
①

【
結
果
】

た
日
を
基
準
と
し
て
事
業
年
度
の
所
属

年
度
を
区
分
す
る
」
こ
と
を
定
め
て
お

り
，
こ
れ
に
従
い
会
計
処
理
を
実
施
す

る
こ
と
と
し
た
。

８
Ⅲ
�．
監
査
の
対
象
の

概
要
及
び
監
査
結

果
３
�．
仙
台
臨
海
鉄
道

株
式
会
社

３
�．
固
定
資
産
の
取

得
に
つ
い
て
②

【
結
果
】

　
本
法
人
の
固
定
資
産
の
取
得
に
係
る

「
工
事
受
領
書
」
等
は
，
固
定
資
産
の

納
品
・
検
査
が
終
了
し
た
こ
と
を
客
観

的
に
証
す
る
証
憑
で
あ
る
こ
と
か
ら
，

そ
の
会
計
処
理
は
当
該
証
憑
に
基
づ
き

行
う
必
要
が
あ
る
。

（
Ｐ
37）

　
固
定
資
産
の
取
得
に
つ
い
て
は
，
そ

の
納
品
・
検
査
終
了
日
に
基
づ
き
会
計

処
理
す
る
こ
と
と
し
た
。

９
Ⅲ
�．
監
査
の
対
象
の

概
要
及
び
監
査
結

果
３
�．
仙
台
臨
海
鉄
道

株
式
会
社

５
�．
固
定
資
産
の
現

物
と
記
録
の
定
期

的
な
照
合
に
つ
い

て
【
結
果
】

　
「
経
理
規
程
」
に
し
た
が
い
，
過
年

度
取
得
分
の
固
定
資
産
に
つ
い
て
も
毎

年
度
末
に
現
物
と
記
録
の
照
合
を
実
施

す
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
際
，
す
べ
て
の

固
定
資
産
の
照
合
が
困
難
で
あ
る
の
な

ら
ば
，
主
要
か
つ
重
要
な
資
産
を
定
義

し
，
当
該
資
産
に
つ
い
て
は
毎
年
度
末

調
査
，
照
合
し
，
そ
れ
以
外
の
資
産
に

つ
い
て
は
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
で
毎
年
度

一
部
分
の
み
（
た
だ
し
，
一
定
の
年
数

で
す
べ
て
の
資
産
が
必
ず
一
度
は
照
合

さ
れ
る
よ
う
に
選
定
す
る
）
調
査
，
照

合
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

（
Ｐ
37）

　
固
定
資
産
の
数
が
膨
大
で
あ
る
こ
と

か
ら
，
主
要
か
つ
重
要
な
資
産
を
定
義

し
た
。

　
主
要
か
つ
重
要
な
資
産
は
毎
年
度
末

に
調
査
・
照
合
す
る
こ
と
と
し
，
そ
れ

以
外
の
資
産
に
つ
い
て
は
ロ
ー
テ
ー

シ
ョ
ン
に
よ
り
毎
年
度
一
部
の
み
調

査
・
照
会
す
る
こ
と
と
し
た
。

10
Ⅲ
�．
監
査
の
対
象
の

概
要
及
び
監
査
結

果
３
�．
仙
台
臨
海
鉄
道

株
式
会
社

６
�．
固
定
資
産
台
帳

の
作
成
に
つ
い
て

【
意
見
】

　
本
法
人
の
事
業
特
性
上
，
固
定
資
産

は
質
・
量
と
も
に
重
要
で
あ
る
こ
と
か

ら
，
ス
プ
レ
ッ
ド
シ
ー
ト
で
固
定
資
産

台
帳
を
作
成
す
る
場
合
，
ス
プ
レ
ッ
ド

シ
ー
ト
特
有
の
リ
ス
ク
に
対
応
す
る
措

置
を
講
ず
る
か
，
も
し
く
は
固
定
資
産

台
帳
作
成
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
等
の

一
定
の
信
頼
性
を
確
保
し
た
う
え
で
の

固
定
資
産
台
帳
を
作
成
す
る
こ
と
が
望

ま
し
い
。

（
Ｐ
38）

　
新
し
い
固
定
資
産
台
帳
シ
ス
テ
ム

（
㈱
オ
ー
ビ
ッ
ク
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
社
製
「
固
定
資
産
奉
行
」）
を

導
入
し
た
（
３
月
19日
）。

11
Ⅲ
�．
監
査
の
対
象
の

概
要
及
び
監
査
結

果
３
�．
仙
台
臨
海
鉄
道

株
式
会
社

７
�．
仙
台
臨
海
通
運

株
式
会
社
（
子
会

社
）
に
つ
い
て

【
結
果
】

　
仙
台
臨
海
鉄
道
株
式
会
社
の
100％

子
会
社
で
あ
る
仙
台
臨
海
通
運
株
式
会

社
は
，「
統
一
的
な
基
準
」
に
お
い
て

連
結
対
象
団
体
に
該
当
す
る
と
考
え
ら

れ
る
が
、
県
は
連
結
対
象
団
体
と
し
て

い
な
い
。

県
は
当
該
子
会
社
を
連
結
対
象
団
体
と

し
な
い
こ
と
の
妥
当
性
，
及
び
他
の
連

結
対
象
団
体
に
つ
い
て
こ
の
よ
う
な
事

例
が
存
在
し
な
い
か
に
つ
い
て
検
討
を

実
施
す
る
必
要
が
あ
る
。

（
Ｐ
39）

（
１
）　
連
結
団
体
が
出
資
す
る
子
会
社

の
連
結
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
た
め
，

連
結
対
象
と
し
て
い
る
団
体
に
対
し
，

出
資
を
行
っ
て
い
る
子
会
社
の
有
無
に

つ
い
て
調
査
を
行
っ
た
（
Ｒ
１
.�８

月
）。
結
果
，
子
会
社
を
有
す
る
の
は

仙
台
臨
海
鉄
道
株
式
会
社
の
み
で
あ
る

こ
と
が
判
明
し
た
。

（
２
）　
総
務
省
や
顧
問
会
計
士
に
相

談
の
上
，
連
結
団
体
の
子
会
社
の
連
結

の
判
断
基
準
に
つ
い
て
整
理
を
行
っ
た

（
Ｒ
１
.�12月

）。
結
果
，
県
が
連
結
対

象
と
す
る
団
体
の
子
会
社
の
う
ち
，
団

体
か
ら
子
会
社
へ
の
出
資
割
合
等
か
ら

判
断
し
て
，
比
例
連
結
団
体
の
比
例
連

結
に
相
当
す
る
子
会
社
を
除
く
も
の
に

つ
い
て
は
，
県
の
連
結
団
体
と
し
て
連

結
財
務
書
類
を
作
成
す
る
こ
と
と
し
た
。

（
３
）（
２
）の
方
針
に
よ
り
，仙
台
臨
海

通
運
株
式
会
社
に
つ
い
て
は
，
仙
台
臨

海
鉄
道
株
式
会
社
の
完
全
子
会
社
で
あ

る
こ
と
か
ら
県
の
連
結
団
体
と
し
て
扱

う
こ
と
と
し
，
令
和
元
年
度
連
結
財
務

書
類
か
ら
当
該
団
体
と
の
連
結
を
行
う
。

12
Ⅲ
�．
監
査
の
対
象
の

概
要
及
び
監
査
結

果
４
�．
公
益
財
団
法
人

宮
城
県
環
境
事
業

公
社

１
�．
固
定
資
産
取
得

の
決
裁
手
続
に
つ

い
て

【
結
果
】

　
固
定
資
産
取
得
に
係
る
決
裁
は
，
内

部
規
程
に
定
め
ら
れ
た
代
決
の
要
素
を

満
た
さ
な
い
限
り
，
通
常
定
め
ら
れ
た

権
限
者
が
実
施
す
べ
き
で
あ
る
。

（
Ｐ
48）

　
規
程
に
定
め
ら
れ
た
権
限
者
が
決
裁

す
る
こ
と
と
し
，
代
決
は
し
な
い
こ
と

と
し
た
。

13
Ⅲ
�．
監
査
の
対
象
の

概
要
及
び
監
査
結

果
５
�．
公
益
財
団
法
人

　
本
法
人
に
お
け
る
資
本
的
支
出
に
関

す
る
問
題
は
，
指
定
管
理
者
制
度
や
連

結
財
務
書
類
に
も
ま
つ
わ
る
問
題
で
あ

る
た
め
，
本
法
人
は
県
と
の
協
議
等
が

（
１
）　
連
結
団
体
の
担
当
者
及
び
県

担
当
者
を
対
象
に
説
明
会
を
開
催
し
，

本
件
事
例
の
周
知
を
行
う
と
と
も
に
，

同
様
の
事
例
の
発
生
防
止
に
つ
い
て
注
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�宮
城
県
文
化
振
興

財
団

１
�．
固
定
資
産
の
計

上
要
否
に
つ
い
て

【
結
果
】

必
要
な
ら
ば
，
当
該
協
議
を
実
施
し
，

資
本
的
支
出
を
資
産
計
上
し
な
い
こ
と

の
理
由
に
つ
い
て
再
検
討
を
実
施
す
る

必
要
が
あ
る
。
さ
ら
に
，
県
は
こ
の
よ

う
な
各
連
結
対
象
団
体
の
決
算
書
類
に

お
い
て
資
産
と
し
て
計
上
さ
れ
て
い
な

い
も
の
の
，
連
結
財
務
書
類
に
お
い
て

計
上
す
べ
き
固
定
資
産
を
網
羅
的
に
把

握
で
き
る
体
制
を
構
築
し
て
い
る
か
に

つ
い
て
，
再
度
検
討
を
実
施
す
る
必
要

が
あ
る
。

（
Ｐ
57）

意
喚
起
を
行
っ
た
（
Ｒ
１
.�７
）。

（
２
）　
本
法
人
の
県
担
当
者
に
確
認
し

た
と
こ
ろ
，
①
指
定
管
理
協
定
上
「
修

繕
費
」
と
す
る
資
金
に
よ
り
行
っ
た
修

繕
の
中
に
も
，
県
有
財
産
で
あ
る
県
民

会
館
又
は
法
人
の
資
本
的
支
出
に
該
当

す
る
資
産
が
認
め
ら
れ
た
た
め
，
こ
れ

ら
の
資
産
に
つ
い
て
は
法
人
の
固
定
資

産
台
帳
へ
計
上
す
る
よ
う
改
め
る
，
と

の
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
基
づ
き
，

令
和
元
年
度
連
結
財
務
書
類
に
お
い
て

は
，
適
正
な
資
産
計
上
を
行
う
も
の
と

す
る
。

14
Ⅲ
�．
監
査
の
対
象
の

概
要
及
び
監
査
結

果
６
�．
公
益
財
団
法
人

慶
長
遣
欧
使
節
船

協
会

１
�．
支
払
手
続
の
証

憑
に
つ
い
て

【
結
果
】

　
支
払
の
正
当
性
を
証
明
す
る
証
憑
と

な
る
請
求
書
の
発
行
日
付
を
記
載
す
る

よ
う
求
め
る
べ
き
で
あ
る
。

（
Ｐ
63）

　
平
成
30年
度
以
前
の
証
憑
書
類
の
発

行
日
付
の
記
載
漏
れ
及
び
二
重
請
求
が

な
い
か
確
認
す
る
と
と
も
に
，
今
後
は

取
引
先
に
対
し
，
請
求
書
の
発
行
日
付

を
記
載
す
る
こ
と
を
求
め
る
こ
と
と
し

た
。

15
Ⅲ
�．
監
査
の
対
象
の

概
要
及
び
監
査
結

果
６
�．
公
益
財
団
法
人

慶
長
遣
欧
使
節
船

協
会

２
�．
固
定
資
産
の
計

上
要
否
に
つ
い
て

【
結
果
】

　
宮
城
県
は
こ
の
よ
う
な
各
連
結
対
象

団
体
の
決
算
書
類
に
お
い
て
資
産
と
し

て
計
上
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
，
連
結

財
務
書
類
に
お
い
て
計
上
す
べ
き
固
定

資
産
を
網
羅
的
に
把
握
で
き
る
体
制
を

構
築
し
て
い
る
か
に
つ
い
て
，
再
度
検

討
を
実
施
す
る
必
要
が
あ
る
。
加
え

て
，
当
該
資
産
の
よ
う
に
連
結
対
象
団

体
及
び
県
が
と
も
に
自
己
の
資
産
と
し

て
認
識
し
て
い
な
い
も
の
に
つ
い
て
，

紛
失
や
二
重
購
入
等
を
防
止
す
る
た

め
，
い
ず
れ
か
の
主
体
に
お
い
て
台
帳

等
を
作
成
し
管
理
す
る
必
要
が
あ
る
。

（
Ｐ
64）

（
１
）　
連
結
団
体
の
担
当
者
及
び
県
担

当
者
を
対
象
に
説
明
会
を
開
催
し
，
本

件
事
例
の
周
知
を
行
う
と
と
も
に
，
同

様
の
事
例
の
発
生
防
止
に
つ
い
て
注
意

喚
起
を
行
っ
た
（
Ｒ
１
.�７
）

（
２
）　
本
法
人
の
県
担
当
者
に
確
認
を

行
っ
た
と
こ
ろ
，
法
人
と
協
議
の
上
，

①
令
和
元
年
度
か
ら
，
委
託
契
約
の
成

果
品
と
な
る
展
示
物
に
あ
た
る
資
産
は

す
べ
て
県
に
帰
属
す
る
こ
と
と
整
理
を

行
い
，
契
約
の
成
果
品
の
所
在
が
明
確

に
な
る
よ
う
に
す
る
，
②
法
人
は
県
に

対
し
て
委
託
契
約
上
発
生
し
た
資
産
の

報
告
を
行
い
，
資
産
の
計
上
漏
れ
を
防

止
す
る
体
制
を
整
え
る
，
③
ま
た
，
平

成
30年
度
以
前
の
委
託
契
約
の
成
果
品

の
う
ち
簿
外
資
産
と
な
っ
て
い
た
も
の

に
つ
い
て
，
協
議
に
よ
り
県
所
有
と
し

た
も
の
に
つ
い
て
は
県
の
固
定
資
産
台

帳
に
，
そ
れ
以
外
の
成
果
品
に
つ
い
て

は
法
人
の
固
定
資
産
台
帳
に
計
上
す

る
，
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
基

づ
き
，
令
和
元
年
度
連
結
財
務
書
類
に

お
い
て
は
，
適
正
な
資
産
計
上
を
行
う

も
の
と
す
る
。

16
Ⅲ
�．
監
査
の
対
象
の

概
要
及
び
監
査
結

果
７
�．
一
般
社
団
法
人

東
北
地
域
医
療
支

援
機
構

１
�．
預
金
口
座
管
理

に
つ
い
て

【
意
見
】

　
各
積
立
資
産
に
係
る
預
金
の
無
秩
序

な
流
用
の
防
止
・
発
見
の
た
め
，
積
立

資
産
毎
に
預
金
口
座
を
作
成
し
，
個
別

管
理
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

（
Ｐ
72）

　
平
成
31年
２
月
20日
付
け
で
積
立
資

産
ご
と
の
預
金
口
座
を
作
成
し
た
。

17
Ⅲ
�．
監
査
の
対
象
の

概
要
及
び
監
査
結

果
８
�．
株
式
会
社
テ
ク

ノ
プ
ラ
ザ
み
や
ぎ

２
�．
法
人
事
業
税
に

つ
い
て

【
意
見
】

　
事
業
内
容
に
対
す
る
資
本
金
額
の
規

模
（
経
営
実
態
に
対
す
る
法
人
事
業
税

資
本
割
の
負
担
度
合
）
に
つ
い
て
，
経

営
の
合
理
性
や
出
資
者
間
の
公
平
性
の

観
点
な
ど
か
ら
，
県
民
・
民
間
出
資
者

の
理
解
を
得
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た

か
，
今
後
の
他
の
第
三
セ
ク
タ
ー
へ
の

出
資
や
運
営
判
断
に
対
し
て
検
討
す
る

こ
と
が
望
ま
れ
る
。

（
Ｐ
84）

　
会
社
設
立
時
に
お
い
て
は
，
賃
貸
事

業
の
営
業
赤
字
を
余
剰
資
本
金
に
よ
る

運
用
益
収
入
で
補
填
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
モ

デ
ル
を
想
定
し
て
い
た
。
し
か
し
，
バ

ブ
ル
崩
壊
後
の
市
場
金
利
低
下
や
地
方

税
法
改
正
に
よ
る
法
人
事
業
税
外
形
標

準
課
税
強
化
等
の
外
部
環
境
の
変
化
に

よ
り
収
支
面
に
お
い
て
厳
し
い
経
営
状

況
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
，
同
社
及
び
株

主
の
意
見
を
聴
取
し
た
上
で
解
散
の
方

針
を
決
定
し
，
令
和
元
年
６
月
30日
に

解
散
し
た
。

18
Ⅲ
�．
監
査
の
対
象
の

概
要
及
び
監
査
結

果
９
�．
宮
城
県
信
用
保

証
協
会

１
�．
契
約
締
結
の
方

法
に
つ
い
て

【
意
見
】

　
「
資
産
・
備
品
管
理
要
領
」
に
し
た

が
い
，
該
当
す
る
資
産
・
備
品
取
得
に

つ
い
て
は
指
名
競
争
入
札
に
よ
る
こ
と

が
望
ま
し
い
。
ま
た
，
本
法
人
に
お
い

て
運
用
上
，
随
意
契
約
に
よ
る
契
約
締

結
が
主
で
あ
り
，
実
質
的
に
指
名
競
争

入
札
に
よ
る
契
約
締
結
が
著
し
く
合
理

性
に
欠
く
等
の
状
況
で
あ
る
の
な
ら

ば
，
公
正
な
取
引
を
害
す
る
こ
と
の
な

　
運
用
の
実
態
に
合
わ
せ
，
下
記
内
容

に
規
程
を
改
正
し
た
（
平
成
30年
11月

１
日
施
行
）。

　
「
２
者
以
上
か
ら
見
積
書
等
を
徴
求

し
比
較
・
検
討
の
上
、
取
得
先
を
決
定

す
る
も
の
と
す
る
。」
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い
よ
う
に
配
慮
し
た
う
え
で
，
当
該
運

用
実
態
に
合
わ
せ
た
形
に
規
程
を
見
直

す
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

（
Ｐ
94）

19
Ⅲ
�．
監
査
の
対
象
の

概
要
及
び
監
査
結

果
10�．
株
式
会
社
仙
台

港
貿
易
促
進
セ
ン

タ
ー

１
�．
現
金
・
預
金
管

理
体
制
に
つ
い
て

【
意
見
】

　
日
々
の
収
支
と
そ
の
根
拠
証
憑
の
突

合
，
帳
簿
残
高
と
現
金
手
元
在
高
，
通

帳
等
の
定
期
的
な
照
合
等
，
現
状
で
可

能
な
限
り
の
適
正
な
現
金
・
預
金
管
理

体
制
を
構
築
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

（
Ｐ
100）

　
以
前
よ
り
日
々
の
収
支
と
そ
の
根
拠

証
憑
の
突
合
，
帳
簿
残
高
と
現
金
手
元

在
高
，
通
帳
等
の
定
期
的
な
照
合
を
従

業
員
が
実
施
し
，
上
長
が
そ
の
結
果
を

確
認
し
て
お
り
，
現
状
で
可
能
な
限
り

の
適
正
な
現
金
・
預
金
管
理
を
実
施
し

て
い
る
。

20
Ⅲ
�．
監
査
の
対
象
の

概
要
及
び
監
査
結

果
10�．
株
式
会
社
仙
台

港
貿
易
促
進
セ
ン

タ
ー

２
�．
契
約
締
結
の
方

法
に
つ
い
て

【
結
果
】

　
随
意
契
約
を
締
結
す
る
場
合
に
は
，

そ
の
内
容
及
び
妥
当
性
を
検
討
し
，
明

確
に
記
録
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

（
Ｐ
100）

以
下
の
と
お
り
対
応
し
た
。

　
・
�少
額
の
基
準
を
経
理
実
施
細
則
に

規
定
（
Ｈ
30.�10.�10施

行
）

　
・
�稟
議
書
に
随
意
契
約
の
根
拠
を
記

載
　
・
複
数
か
ら
見
積
も
り
徴
収
を
実
施

21
Ⅲ
�．
監
査
の
対
象
の

概
要
及
び
監
査
結

果
10�．
株
式
会
社
仙
台

港
貿
易
促
進
セ
ン

タ
ー

３
�．
固
定
資
産
の
現

物
と
記
録
の
定
期

的
な
照
合
に
つ
い

て
【
結
果
】

　
「
経
理
規
程
」
第
46条
に
し
た
が
っ

て
毎
会
計
年
度
１
回
以
上
，
帳
簿
と
現

物
を
照
合
し
，
実
在
性
を
確
認
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
，
実
際
に
帳
簿

と
現
物
を
照
合
し
て
い
る
の
で
あ
れ

ば
，
当
該
実
施
結
果
を
証
憑
と
し
て
保

管
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
さ
ら
に
，
有
形
固
定
資
産
と
し
て
貸

借
対
照
表
に
計
上
さ
れ
て
い
な
い
物
品

に
つ
い
て
も
同
様
に
取
扱
う
べ
き
で
あ

る
。
（
Ｐ
102）

　
以
前
よ
り
帳
簿
と
現
物
（
リ
ー
ス
物

件
を
含
む
）
の
照
合
は
毎
年
実
施
し
て

お
り
，
照
合
結
果
に
つ
い
て
は
，
不
動

産
鑑
定
報
告
書
，
設
備
点
検
等
の
報
告

書
で
確
認
で
き
る
。

　
な
お
，
賃
貸
等
不
動
産
に
つ
い
て

は
，
毎
年
，
不
動
産
鑑
定
士
に
調
査
を

依
頼
し
時
価
評
価
を
行
っ
て
お
り
，
そ

の
内
容
に
つ
い
て
は
，
計
算
書
類
の
個

別
注
記
表
に
「
賃
貸
等
不
動
産
に
関
す

る
注
記
」
と
し
て
掲
載
し
，
株
主
に
公

開
し
て
い
る
。

22
Ⅲ
�．
監
査
の
対
象
の

概
要
及
び
監
査
結

果

　
最
低
限
毎
会
計
年
度
１
回
以
上
，
固

定
資
産
の
現
物
と
記
録
の
定
期
的
な
照

合
を
行
う
旨
を
内
部
規
程
に
定
め
実
施

　
内
部
規
程
は
定
め
な
い
が
，
固
定
資

産
等
の
帳
簿
と
現
物
の
照
合
に
つ
い
て

は
，
決
算
時
期
に
お
い
て
実
施
す
る
こ

11�．
宮
城
県
漁
業
信

用
基
金
協
会

３
�．
固
定
資
産
の
現

物
と
記
録
の
定
期

的
な
照
合
に
つ
い

て
【
意
見
】

す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

（
Ｐ
110）

と
と
し
た
。

24
Ⅲ
�．
監
査
の
対
象
の

概
要
及
び
監
査
結

果
12�．
公
益
社
団
法
人

み
や
ぎ
農
業
振
興

公
社

１
�．
固
定
資
産
の
取

得
に
つ
い
て
②

【
結
果
】

　
本
法
人
の
固
定
資
産
（
繁
殖
牛
）
取

得
に
係
る
「
精
算
書
」
は
、
固
定
資
産

の
納
品
・
検
査
が
終
了
し
た
こ
と
を
客

観
的
に
証
す
る
証
憑
で
あ
る
こ
と
か

ら
，
そ
の
会
計
処
理
は
実
際
に
取
得
し

た
と
考
え
ら
れ
る
当
該
証
憑
の
日
付
に

基
づ
き
行
う
必
要
が
あ
る
。

（
Ｐ
121）

　
平
成
30年
度
に
取
得
し
た
固
定
資
産

（
繁
殖
牛
）
の
計
上
か
ら
、
包
括
外
部

監
査
の
結
果
に
基
づ
き
，
適
切
に
処
理

し
た
。
固
定
資
産
の
取
得
に
つ
い
て

は
，
引
き
続
き
適
切
に
処
理
を
行
っ
て

い
く
。

25
Ⅲ
�．
監
査
の
対
象
の

概
要
及
び
監
査
結

果
12�．
公
益
社
団
法
人

み
や
ぎ
農
業
振
興

公
社

３
�．
入
札
談
合
の
防

止
に
つ
い
て

【
意
見
】

　
内
部
規
程
に
し
た
が
い
，
入
札
談
合

が
あ
る
と
推
測
で
き
る
ケ
ー
ス
に
つ
い

て
は
，
入
札
辞
退
者
に
対
す
る
辞
退
理

由
や
入
札
価
格
の
妥
当
性
等
，
事
後
的

に
検
証
手
続
を
実
施
す
る
こ
と
が
望
ま

し
い
。

（
Ｐ
122）

　
辞
退
理
由
の
届
け
出
は
必
須
事
項
で

は
な
い
こ
と
か
ら
記
入
は
任
意
と
し
て

い
る
が
，
辞
退
理
由
を
記
載
で
き
る
よ

う
辞
退
届
の
様
式
を
改
め
，
指
名
通
知

と
併
せ
て
送
付
す
る
こ
と
に
よ
り
，
辞

退
理
由
の
把
握
に
努
め
る
こ
と
と
し
た
。

26
Ⅲ
�．
監
査
の
対
象
の

概
要
及
び
監
査
結

果
13�．
公
益
財
団
法
人

み
や
ぎ
林
業
活
性

化
基
金

１
�．
経
営
改
善
の
取

組
に
つ
い
て

【
意
見
】

　
事
業
目
的
を
維
持
し
つ
つ
よ
り
抜
本

的
な
経
営
改
善
の
た
め
に
は
，
社
会
保

険
等
の
助
成
金
の
削
減
の
み
な
ら
ず
，

全
社
的
な
範
囲
で
費
用
の
見
直
し
を
検

討
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

（
Ｐ
129）

　
全
社
的
に
費
用
の
見
直
し
を
行
い
，

令
和
元
年
度
か
ら
，
コ
ピ
ー
機
の
使
用

台
数
を
２
台
か
ら
１
台
に
削
減
し
，
年

間
105,312円

の
削
減
見
込
み
と
な
る

取
組
を
実
施
す
る
等
，
事
務
費
の
削
減

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

27
Ⅲ
�．
監
査
の
対
象
の

概
要
及
び
監
査
結

果

　
公
正
取
引
委
員
会
が
公
表
す
る
よ
う

な
入
札
談
合
が
あ
る
と
推
測
で
き
る

ケ
ー
ス
に
つ
い
て
は
，
入
札
辞
退
者
に

　
入
札
談
合
の
防
止
に
つ
い
て
は
，
職

員
に
対
し
て
「
公
社
契
約
事
務
取
扱
要

領
」
及
び
「
公
社
造
林
事
業
入
札
参
加
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収
用
委
員
会

〇
宮
城
県
収
用
委
員
会
告
示
第
11号

　
宮
城
県
起
業
の
県
道
石
巻
鮎
川
線
改
築
工
事
（
給
分
浜
道
路
・
宮
城
県
石
巻
市
大
原
浜
京
地
地
内
か
ら
同
市
給
分
浜

羽
黒
下
地
内
ま
で
の
う
ち
石
巻
市
大
原
浜
隠
里
地
内
）
に
係
る
土
地
収
用
事
件
（
県
道
石
巻
鮎
川
線
給
分
浜
３
号
事
件
）

に
つ
い
て
，
土
地
収
用
法
（
昭
和
26年

法
律
第
219号

）
第
46条

第
１
項
の
規
定
に
よ
り
，
次
の
と
お
り
審
理
を
開
始

す
る
。

　
　
令
和
２
年
３
月
31日

�
宮
城
県
収
用
委
員
会
　
　
　

１
　
日
時
　
令
和
２
年
６
月
５
日
（
金
）
午
後
２
時
か
ら

２
　
場
所
　
仙
台
市
青
葉
区
本
町
三
丁
目
８
番
１
号
　
宮
城
県
　
行
政
庁
舎
９
階
　
第
一
会
議
室

３
　
審
理
事
項
　
本
事
件
に
関
す
る
起
業
者
及
び
土
地
所
有
者
に
対
す
る
審
問
等

〇
宮
城
県
収
用
委
員
会
告
示
第
1２号

　
県
道
石
巻
鮎
川
線
給
分
浜
３
号
事
件
に
つ
い
て
，
土
地
収
用
法
（
昭
和
26年

法
律
第
219号

）
第
46条

第
２
項
の
規

定
に
よ
り
通
知
す
べ
き
次
の
書
類
は
，
当
委
員
会
事
務
局
に
お
い
て
保
管
し
て
あ
る
の
で
，
来
局
の
上
そ
の
交
付
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。

　
　
令
和
２
年
３
月
31日

�
宮
城
県
収
用
委
員
会
　
　
　

１
　
通
知
す
べ
き
書
類

　
　
令
和
２
年
３
月
24日
付
け
宮
収
第
59号
　
審
理
の
開
始
に
つ
い
て
の
通
知
書

２
　
通
知
を
受
け
る
べ
き
者

　
　
佐
々
木
　
徳
藏
　
住
所
及
び
常
居
所
不
明
　
た
だ
し
，
判
明
し
た
最
終
の
本
籍
地

　
　
　
　
　
　
北
海
道
國
後
郡
泊
村
大
字
東
沸
村
字
東
沸
79番
地

14�．
一
般
社
団
法
人

宮
城
県
林
業
公
社

１
�．
入
札
談
合
の
防

止
に
つ
い
て

【
意
見
】

対
す
る
辞
退
理
由
や
入
札
価
格
の
妥
当

性
等
，
事
後
的
に
検
証
手
続
を
実
施
す

る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

（
Ｐ
140）

心
得
」
の
徹
底
と
公
正
取
引
委
員
会
が

作
成
・
公
表
し
て
い
る
「
入
札
談
合
の

防
止
に
向
け
て
（
Ｈ
30年
10月
）」
を

周
知
し
た
。
入
札
辞
退
者
に
対
す
る
辞

退
理
由
や
入
札
価
格
の
妥
当
性
等
の
事

後
検
証
に
つ
い
て
は
，
公
正
取
引
委
員

会
の
例
示
を
参
考
に
，
個
別
ケ
ー
ス
ご

と
に
実
施
の
有
無
，
実
施
内
容
を
判
断

し
，
対
応
し
て
い
る
。

　
　
佐
々
木
　
ひ
さ
よ
　
住
所
及
び
常
居
所
不
明
　
た
だ
し
，
判
明
し
た
最
終
の
本
籍
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
北
海
道
國
後
郡
泊
村
大
字
東
沸
村
字
東
沸
79番
地

　
　
佐
々
木
　
は
る
よ
　
住
所
及
び
常
居
所
不
明
　
た
だ
し
，
判
明
し
た
最
終
の
本
籍
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
北
海
道
國
後
郡
泊
村
大
字
東
沸
村
字
東
沸
79番
地


